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本
学
が
創
立
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
年

四
月
（
一
九
六
五
年
）
の
こ
と
。
今
か
ら
四

十
年
を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
商
学
部
商
学
科

を
擁
す
る
単
科
大
学
と
し
て
の
出
発
で
し
た
。

そ
の
後
時
代
や
社
会
の
要
請
に
応
え
商
学
部

産
業
経
営
学
科
を
昭
和
四
十
六
年
四
月
に
、

法
経
学
部
を
平
成
三
年
、
商
学
部
国
際
観
光

学
科
を
平
成
九
年
に
新
設
。
ま
た
、
平
成
七

年
に
は
大
学
院
商
学
研
究
科
を
、
平
成
十
年

に
同
法
学
研
究
科
・
経
済
学
研
究
科
を
設
置
。

中
四
国
有
数
の
社
会
科
学
系
総
合
大
学
と
し

て
発
展
を
途
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
春
、
平

成
十
七
年
四
月
か
ら
は
商
学
部
商
学
科
・
会

計
学
科
、
法
学
部
法
学
科
、
経
済
学
部
経
済

学
科
の
三
学
部
四
学
科
体
制
と
し
て
新
た
な

出
発
を
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

厳
粛
に
粛
々
と�

　
一
月
二
十
二
日
（
土
）
四
号
館
四
二
一
教

室
で
開
催
さ
れ
た
創
立
四
十
周
年
を
祝
う
記

念
式
典
に
は
、
商
大
の
歴
史
を
切
り
拓
き
、

そ
し
て
創
っ
て
い
っ
た
退
職
教
職
員
や
卒
業

生
、
現
役
の
学
生
、
そ
し
て
行
政
、
産
業
界
、

教
育
関
係
者
な
ど
、
本
学
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
三
九
五
名
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
厳
粛
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
全
員
で
物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
本
学
学
長 

井
尻
昭
夫
か
ら
式

辞
が
述
べ
ら
れ
「
我
々
一
同
、
本
学
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
使
命
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

新
た
な
十
年
の
ス
タ
ー
ト
を
さ
せ
た
い
」
と
、

節
目
を
迎
え
た
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
来
賓
の
岡
山
県
副
知
事 

内
野
洋

子
氏
、
岡
山
大
学
学
長
の
河
野
伊
一
郎
氏
、

さ
ら
に
岡
山
商
工
会
議
所
会
頭 

岡
崎
彬
氏

か
ら
の
祝
辞
、
こ
の
十
年
間
に
お
い
て
特
に

本
学
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
者
に
対
し
て

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
同
窓
会
会
長 

西
山
俊
明
氏
と
学
友
会
会
長 

丸
橋
弘
和
君

（
経
三
）
の
挨
拶
を
も
っ
て
式
典
を
閉
会
し

ま
し
た
。�

　�オ
レ
流
の
真
髄
を
聴
く�

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ�

　
　
　
落
合
博
満
監
督
を
迎
え
て�

　
四
十
周
年
記
念
講
演
に
は
、
昨
年
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
を
セ
リ
ー
グ

優
勝
に
導
い
た
落
合
博
満
氏
を
講
師
に
迎
え

講
演
会
「
オ
レ
流
野
球
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

時
の
人
の
登
壇
に
聴
講
者
は
一
、
一
〇
〇
名

を
数
え
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
独

特
の
語
り
口
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
落
合
氏
の

野
球
哲
学
。
聴
講
者
は
暗
闇
へ
手
繰
り
寄
せ

ら
れ
た
か
の
よ
う
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、

会
場
は
あ
た
か
も
時
間
が
静
止
し
た
か
の
よ

う
な
静
寂
に
包
ま
れ
た
の
で
し
た
。�

　
ま
た
本
学
商
学
部 

岡
本
輝
代
志
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
落
合
氏
の
ほ
か
岡

山
県
経
営
者
協
会
会
長
で
岡
山
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

（
株
）
社
長
の 

末
長
範
彦
氏
と
岡
北
中
学

校
校
長 

曽
田
佳
代
子
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
に

加
わ
り
、
「
人
を
育
て
る
に
は
」
と
の
テ
ー

マ
で
、
興
味
深
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
論
・
人
生
論
は
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
思

わ
ぬ
方
向
へ
話
題
が
転
が
り
な
が
ら
も
、
止

め
ど
も
尽
き
ぬ
話
題
に
一
時
間
と
い
う
時
間

は
少
し
短
す
ぎ
た
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
た

の
で
し
た
。�

40
年
を
回
顧
し
新
し
い
道
を
拓
く�

四
十
周
年
記
念
式
典
と
講
演
を
開
催�

早川　　彰�
太田　弘輝�
石井　那促�
永山　久也�
阿部　浩二�
篠　　敏雄�
南隅　　�
好並　英司�
足立　正常�
稲田　準子�
今井　和民�
植月　　徹�
金澤　文雄�
近藤　正三�
近藤篤三郎�
杉田　淳子�
竹下　昌三�
中村　浩路�
灘光　晋作�
三浦　　肇�
三好　正喜�
村上　　貢�
山根　芳知�
吉田　　博�

�
学校法人吉備学園前理事�
�
岡山商科大学後援会前会長�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

岡山商科大学名誉教授�

敬称略�

感謝状贈呈者�

感謝状の贈呈を受ける好並名誉教授（上）�
と早川前理事（下）�

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。初めてスーツに腕
を通して入学式に参加されましたが、どうでした？緊張された方もいれば、
そうでない方もいると思います。入学式が終わると同時に大学生活の始
まりです。最初は色々と分からないことばかりだと思います。例えばど
うやって履修を組んだらいいのだろう？授業は難しいのかな？など。心
配はいりません。分からなければ在校生や教職員の人に気軽に声をかけ
ればちゃんと応えてくれると思います。�
　他には新入生を歓迎するイベントが大学にあります。今回は五月中旬
ぐらいに企画をしていて、豪華賞品が当たるビンゴや気軽に料理が食べ
られる会食があったりとします。是非ゼミなどを通して友達となった方
と参加してみて下さい。�
　最後になりましたが、入学式で着たスーツはこれから四年間、あなた
のパートナーです。スーツを大事にし、これからの大学生活を頑張って
下さい。応援しています。（学友会会長　丸橋弘和）�

ご入学おめでとうございます�
新入生へ�
メッセージ�



誇
ら
か
に
、明
日
へ
向
か
っ
て�

　
二
月
五
日
（
土
）
本
学
七
八
一
教
室
に
お
い

て
本
学
社
会
総
合
研
究
所
主
催
の
公
開
講
演
会

「
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
経
営
」

が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情

報
学
部
教
授
國
領
二
郎
氏
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
國
領
氏
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普

及
に
伴
う
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
の
今
日
に
お

い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
様
々
な
事
例

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
に
は
、
機

械
中
心
設
計
か
ら
人
間
が
中
心
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
設
計
す
る
時
代
へ
と
進
展
す
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
し
、
さ
ら
に
地
域
に
お
い
て

自
律
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
グ
ロ

ー
バ
ル
な
時
代
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

組
織
を
オ
ー
プ
ン
に
さ
せ
た
ま
ま
で
、
製
品
の

統
合
性
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
（
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
な
ど
）
が
出
現
し
、
こ
れ
か
ら
は
オ

ー
プ
ン
な
文
脈
共
有
の
時
代
へ
と
進
展
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
電

子
タ
グ
を
例
に
、
顧
客
・
履
歴
・
商
品
の
そ
れ

ぞ
れ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
「
必

要
に
応
じ
て
関

連
づ
け
る
」
こ

と
が
で
き
、

「
と
き
」
・

「
ば
し
ょ
」
を

選
ば
ず
に
情
報

を
得
る
こ
と
の

重
要
性
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
姿
も
循

環
型
社
会
へ
と
変
化
し
、
オ
ー
プ
ン
な
仕
掛
け

で
創
発
を
誘
発
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
情

報
共
有
に
よ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ビ

ジ
ネ
ス
・
社
会
モ
デ
ル
を
例
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
示
唆
に
富
ん
だ
話
で
、
一
時
間
三
十
分

に
わ
た
る
講
演
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�

　
（
社
会
総
合
研
究
所
　
次
長
　
西
　
敏
明
）�

答辞を述べる卒業生代表  磯山君�

　
本
学
に
は
、
教
養
科
目
、
専
門
科
目
、
教
職

課
程
科
目
、
学
芸
員
課
程
科
目
の
ほ
か
に
「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
「
実
践
学
習
」
の
二
つ

の
分
野
で
構
成
さ
れ
る
特
別
単
位
認
定
科
目
が

あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
は
、
一
四
六
名
（
昨

年
度
百
名
）
が
二
単
位
を
認
定
さ
れ
ま
し
た
。�

●
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
関
係�

百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
、
自
動
車
販
売
会
社
、

地
方
自
治
体
、
商
工
会
議
所
、
ホ
テ
ル
等
で

の
実
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
十
三
名�

●
「
実
践
学
習
」
関
係�

キ
ャ
リ
ア
開
発
論
Ⅰ
・
Ⅱ
受
講
者
…
一
二
八
名�

資
格
・
検
定
の
取
得�

日
本
漢
字
能
力
検
定
二
級
、
日
商
販
売
士

検
定
二
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
名�

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動�

カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
（
九
月

二
日
〜
八
日
）
で
の
活
動
…
…
…
…
三
名�

簿
記
資
格
で
単
位
認
定�

「
簿
記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
七
十
九
名
を
認
定
　

　
入
学
前
お
よ
び
入
学
後
に
取
得
し
た
全
商
簿

記
検
定
二
級
以
上
、
全
経
簿
記
検
定
二
級
以
上
、

日
商
簿
記
検
定
三
級
以
上
の
合
格
証
書
を
教
務

課
に
持
参
の
う
え
、
単
位
認
定
申
請
を
す
れ
ば
、

「
簿
記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
し
て
四
単
位
が
認
定
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
は
、

七
十
九
名
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。�

特
別
単
位
認
定
科
目
で
一
四
六
名
を
認
定�

各
種
活
動
や
資
格
を�

単
位
認
定�

Topic

3
教
務
課�

Topic

2
社
会
総
合
研
究
所�

公
開
講
演
会�

慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
教
授�

國
領
二
郎
氏
を
迎
え
て�

ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
の�

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
よ
う
！�

　
春
と
は
名
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
肌

に
感
じ
る
風
は
寒
い 

三
月
の
終
わ
り
、

本
学
体
育
館
に
於
い
て
第
三
十
七
回
学

位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
五
五
七
名

の
商
大
生
が
誇
ら
か
に
本
学
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。�

　
井
尻
学
長
ら
か
ら
は
な
む
け
の
言
葉

を
受
け
た
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
経
済

学
科
　
磯
山
翔
一
さ
ん
が
「
将
来
に
夢

と
希
望
を
も
っ
て
大
き
く
は
ば
た
い
て

い
き
た
い
」
と
、
社
会
の
荒
波
に
船
出

す
る
決
意
を
、
堂
々

と
、
そ
し
て
高
ら

か
に
宣
誓
。
式
の

後
は
、
時
を
忘
れ
、

恩
師
や
友
人
と
名

残
惜
し
く
語
ら
う

姿
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。�

卒
業
生�

・
学
部�

　
商
学
科�

…
…
二
六
五
名�

　
産
業
経
営
学
科�

…
…
八
十
八
名�

　
国
際
観
光
学
科�

…
…
六
十
二
名�

　
法
学
科�

…
…
五
十
六
名�

　
経
済
学
科�

…
…
七
十
一
名�

・
大
学
院�

　
商
学
研
究
科�

…
…
…
十
四
名�

　
経
済
学
研
究
科�

…
…
…
…
一
名�

Topic

1
第
三
十
七
回
学
位
記
授
与
式�

課外活動表彰�
成 績�

６ 位�

出 場�

４ 位�

５ 位�

８ 位�

出 場�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

優 勝�

ベストナイン�

学 部 学 科�

商学部産業経営学科�

法経学部法学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部産業経営学科�

商学部産業経営学科�

法経学部法学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

法経学部経済学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

商学部商学科�

大会名・種目等（年月日）�

２００４年世界ジュニアパワーリフティング選手権大会（１６，９，７）�

全日本選手権�

第３１回全日本学生パワーリフティング選手権大会（１６，５，３０）�

第３１回全日本学生パワーリフティング選手権大会（１６，５，３０）�

第２回日本学生ジュニア陸上競技選手権大会  三段跳び（１６，９，２５）�

第５９回国民体育大会　競泳（１６，９，１１）�

平成１６年度中四国学生柔道体重別団体優勝大会（１６，８，２９）�

平成１６年度中四国学生柔道体重別団体優勝大会（１６，８，２９）�

平成１６年度中四国学生柔道体重別選手権大会（１６，８，２８）�

平成１６年度中四国学生柔道体重別選手権大会（１６，８，２８）�

平成１６年度中四国学生柔道体重別団体優勝大会（１６，８，２９）�

第２６回中国四国私立大学対抗  走高跳（１６，６，１２）�

第２５回中国四国私立大学対抗  やり投げ（１４，６，９）�

第５５回中国学生卓球選手権秋季大会（１６，８，１９）�

第５４回中国学生卓球選手権秋季大会（１５，８，１３）�

第５４回中国学生卓球選手権春季大会（１５，５，２２）�

平成１５年度中四国学生ゴルフ連盟秋季１部対抗戦（１５，９，１７）�

平成１５年度中四国学生ゴルフ連盟秋季１部対抗戦（１５，９，１７）�

平成１５年度中国六大学野球秋季リーグ戦（１５，９，６）�

部 　 名�

ウエイトトレーニング部�

柔 道 部�

ウエイトトレーニング部�
�

陸 上 競 技 部�

水 泳 同 好 会�

�

�

柔 道 部�

�

�

陸 上 競 技 部
�

�

�

卓 球 部�

�

ゴ ル フ 部
�

�

硬 式 野 球 部�

受賞者氏名�

前川　昌範�

菊川　　顕�

石原　直明�

古谷　和也�

井野川晶隆�

木阪　　剛�

赤壁　邦幸�

原　　正秀�

村上　琢哉�

山樋　高也�

宮内　聡志�

杉原　直和�

松下　輝彦�

陶浪　信一�

森下　泰行�

大吉　　学�

久保　亮彦�

　原　拓也�

染井　　忍�

賞 名�

学 長 賞
�

�

�

優秀スポーツ賞
�

�

�

�

�

�

�

�

�

スポーツ賞�

�

�

�

�

成績優秀者表彰�
氏　　名�

　山　結香※　　　古谷　和也　　　吉村　幸人　　　小澤亜矢子�

妹尾　亜矢※　　　秋山　勝哉�

藤原実希子※　　　青木　由香�

小野　裕子※　　　山本　大介�

上田　浩彰　　　　磯山　翔一※�

学 　 　 科�

商 学 科�

産業経営学科�

国際観光学科�

法 学 科�

経 済 学 科�
※学科代表�
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報
化
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催�
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節
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迎
え
て�
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永
年
勤
続
表
彰�

商
大
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ィ
ン
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン�

日
韓
交
流
を
考
え
る�

5
Topic

　
二
〇
〇
五
年
一
月
二
十
九
日
（
日
）
、
岡
山

商
科
大
学
二
〇
〇
四
年
度
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
「
国
際
化
時
代
の
日
韓
交
流
と
観
光
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

本
学
教
員
三
名
の
他
、
韓
国
の
大
学
、
中
国
地

方
の
観
光
の
現
場
か
ら
も
講
師
の
方
々
を
お
招

き
し
、
主
に
訪
韓
観
光
、
訪
日
観
光
、
観
光
と

文
化
交
流
に
つ
い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

講
演
及
び
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
日
韓
の
観
光
資
源
と
そ
の
可
能
性
、

現
場
の
抱
え
る
観
光
客
誘
致
に
関
わ
る
課
題
、

現
在
の
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
日
韓
交
流
の
意

義
・
課
題
・
将
来
展
望
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
学
内
外
か
ら
五

十
名
以
上
の
聴
講
者
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
は
、
パ
ネ
ラ
ー

の
方
々
、
及
び
多
く
の
聴
講
者
の
方
々
か
ら
、

「
様
々
な
視
点
か
ら
日
韓
交
流
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
っ
た
」
と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
今
後
の
日
韓
交
流
及
び
両

国
の
観
光
振
興
の
一
助
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

な
ら
幸
い
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　     

　
（
国
際
観
光
学
科
）�

●
パ
ネ
ラ
ー�

　
本
学
特
別
研
究
員 

忠
清
大
学（
韓
国
）
　
　

　
　
教
授 

鄭
泰
鴻 

〔
通
訳 

張
在
基（
国
三
）〕�

　
島
根
県
商
工
労
働
部
観
光
振
興
課
主
任�

　
　
松
尾
周
一
郎 

氏�

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合
専
務
理
事
、
全
国
旅

館
生
活
衛
生
同
業
者
組
合
連
合
会
専
務
理
事�

　
　
古
林
伸
美 

氏�

商
学
部
教
授 

野
本
晃
史
／
同
教
授 

三
宅
忠

明
／
同
助
手 

全
円
子�

●
司
会�

商
学
部
教
授
・
学
科
長 

飯
島
祥
二
／
同
講

師 

直
井
岳
人�

　
冬
季
休
業
を
利
用
し
て
、
よ
り
快
適
な
学
内

環
境
を
目
指
し
、
学
習
・
生
活
の
両
面
か
ら
学

内
の
施
設
・
設
備
を
整
備
し
ま
し
た
。
き
っ
と

あ
な
た
の
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。�

①
学
館
一
階
食
堂
を
一
新 �

　
机
や
イ
ス
な
ど
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
目
立

つ
学
生
会
館
一
階
食
堂
の
改
装
を
行
い
ま
し
た
。

机
や
イ
ス
を
明
る
く
お
し
ゃ
れ
な
も
の
に
、
床

全
面
に
は
紺
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
い
た
色
調

の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
張
り
詰
め
ま
し
た
。
快
適
な

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
食
空

間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
一
角
を
「
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
」
と
命
名
、
多
目
的
室
と
し
て
開

放
し
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
の
コ
ン
パ
、
サ
ー
ク
ル

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
使
い
方
は
自
由
。
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
れ
な
時
間
を
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。�

②
最
新 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室�

　
七
号
館
一
階
の
視
聴
覚
教
室
（
七
一
一
教
室
）

を
全
面
改
修
、
ま
っ
た
く
新
し
い
発
想
に
よ
る

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。
最

新
の
Ａ
Ｖ
・
Ｏ
Ａ
機
器
と
パ
ソ
コ
ン
が
整
備
さ

れ
た
こ
の
教
室
は
、
馬
蹄
形
に
ゆ
る
や
か
な
曲

線
を
描
き
な
が
ら
座
席
を
配
置
。
一
味
違
っ
た
、

斬
新
な
姿
を
ま
と
っ
た
教
室
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。�

③
三
号
館
一
階
に
就
職
課
を
移
動�

④
井
尻
記
念
館
一
〜
三
階
を
大
学
院
研
究
室
に�

⑤
井
尻
記
念
館
一
階
（
旧
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ

フ
ェ
）
を
非
常
勤
講
師
室
に�

⑥
八
一
三
教
室
を
パ
ソ
コ
ン
教
室
に�

⑦
二
四
一
教
室
を
Ｐ
Ｃ
工
作
室
に�

　
本
学
の
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
校
教

員
を
対
象
に
、
春
季
セ
ミ
ナ
ー
（
「
本
格
的
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し
よ
う
」
《
三
月
三
日

（
木
）
〜
四
日
（
金
）
》
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

を
支
え
て
い
る
経
済
・
経
営
及
び
国
際
経
済
の

仕
組
み
と
活
用
」
《
三
月
五
日
（
土
）
》
）
を

三
日
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当

セ
ン
タ
ー
が
毎
年
長
期
休
業
を
利
用
し
て
県
内

外
の
高
校
教
員
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
る
、

本
学
の
高
大
連
携
事
業
の
一
環
に
あ
た
り
、
約

四
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
初
日
・
二
日
目
は
本
格
的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
構
築
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
修
得
し
、

そ
の
ス
キ
ル
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、

一
日
約
五
時
間
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
向
か
い

合
い
ま
し
た
。
研
修
会
終
了
後
は
今
後
の
情
報

教
育
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
出
席

者
と
当
セ
ン
タ
ー
長 

梅
原
嘉
介
教
授
が
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。�

　
三
日
目
は
情
報
化
時
代
を
迎
え
、
か
つ
て
高

度
成
長
を
支
え
た
経
済
や
経
営
の
仕
組
み
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
、
情
報
化
時
代
に

積
極
的
に
対
応
し
関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎

知
識
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。�

�

�

指 定 校�

専 門 能 力�

一般公募制推薦�

一般Ⅰ期（ＡＢ日程）�

一般Ⅰ期（Ｃ日程）�

一 般 Ⅱ 期�

センターⅠ期�

センターⅡ期�

�

商学科�

50�

42�

114�

34�

9�

13�

19�

6

�

会計学科�

12�

3�

20�

10�

2�

4�

9�

3

法学部�

法学科�

26�

12�

32�

35�

7�

10�

38�

14

経済学部�

経済学科�

25�

13�

50�

36�

7�

12�

25�

5

学部・学科�

試験区分�

商学部�

平成17年度入試合格者�

単位：人�

　
十
二
月
十
六
日
（
木
）
、
毎
年
の
恒
例
と
な

っ
た
「
年
忘
れ
懇
親
会
」
の
席
上
、
永
年
勤
続

（
二
十
年
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
商
学
部
の

田
中
潔 

助
教
授
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
（
於

／
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）
。�

　
井
尻
学
長
か
ら
賞
状
を
贈
呈
さ
れ
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
田
中
先
生
は
「
ネ
ク
タ
イ
を
締
め

る
こ
と
な
ど
滅
多
に
な
い
」
と
少
し
は
に
か
み

加
減
。
ご
専
門
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
仕
事

の
中
で
起
こ
っ
た
こ
ぼ
れ
ば
な
し
を
披
露
し
て

会
場
の
空
気
を
和
ま
せ
な
が
ら
も
、
仕
事
に
対

す
る
篤
実
な
姿
勢
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た

の
で
し
た
。�

・
・
・
・
・
・�

学
内
施
設
を
整
備�

学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト�

6
Topic



●
陸
上
競
技
部�

備
前
「
え
び
す
駅
伝
」
で�

初
優
勝�

●
菊
川
　
顕（
法
四
）�

速
報
！�

全
日
本
の
切
符
を
手
に
！�

　
大
学
に
入
っ
て
四
年
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
入
学
当
時
は
履
修
の

組
み
方
も
分
か
ら
な
い
で
、
そ
の
辺
に
い
る
在
校
生
を
捕
ま
え
た
り
、

高
校
時
代
の
先
輩
が
在
学
し
て
い
た
の
で
、
先
輩
に
聞
い
た
り
し
て
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
懐
か
し
い
で
す
。
逆
に
今
は
教

え
る
立
場
、
で
も
ほ
と
ん
ど
ゴ
メ
ン
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。�

　
自
分
が
大
学
に
入
っ
て
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
体
型
も
あ
っ
た
り
す
る

の
で
す
が
、
一
番
変
わ
っ
た
な
と
思
う
の
が
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
な
？
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
大
体
企
業
の
方
を
相
手
に
し
た
り
す
る
の
で
、

言
葉
遣
い
を
注
意
し
た
り
、
人
と
話
す
時
は
相
手
の
目
を
な
る
べ
く
見
る
よ
う
に
し
た
り
、
他
に

は
ア
ル
バ
イ
ト
で
接
客
も
し
て
い
る
の
で
、
話
す
時
な
ぜ
か
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
た
り
…
な
の
で

大
学
に
入
っ
て
一
番
変
わ
っ
た
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
な
と
思
い
ま
す
。�

　
自
分
は
今
こ
の
大
学
に
い
る
の
は
幸
せ
な
事
じ
ゃ
な
い
か
な
？
と
思
い
ま
す
。
色
々
と
サ
ー
ク

ル
で
は
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
、
嫌
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
で
も
社
会
で
学
ぶ
よ
り
も
先
に
基

本
を
自
然
と
学
ん
で
い
る
の
で
、
社
会
に
で
て
も
自
然
と
で
き
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
本
当

に
四
年
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
自
分
に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
半
世
紀
を
越
す
伝
統
を
誇
る
第
五
十

三
回
「
備
前
市
え
び
す
駅
伝
競
走
大
会
」

に
陸
上
競
技
部
が
出
場
し
、
初
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。�

　
二
月
十
一
日
（
金
）
に
備
前
市 

久
々

井
の
総
合
運
動
公
園
を
発
着
点
に
、
牛

窓
ま
で
の
往
復
二
〇
・
〇
九
七
五
キ
ロ

の
走
路
で
健
脚
を
競
っ
た
今
大
会
。
本

学
陸
上
競
技
部
は
一
時
間
六
分
〇
三
秒

の
タ
イ
ム
で
厳
冬
の
瀬
戸
内
海
を
望
み

な
が
ら
快
走
を
見
せ
、
み
ご
と
に
栄
冠

を
手
中
に
収
め
た
の
で
す
。
昨
年
の
津

山
駅
伝
に
引
き
続
い
て
の
勝
利
に
、
顧

問
の
岩
橋
邦
彦 

商
学
部
教
授
も
手
ご
た

え
を
掴
み
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
満
足
げ

な
様
子
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
一
年

生
の
長
距
離
選
手
が
多
数
在
籍
す
る
本

学
陸
上
部
。
来
年
以
降
の
更
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

ウ
ェ
イ
ト
部 

前
川
君�

　
岡
山
県
に
ゆ
か
り
の
優
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
ら
に
贈
ら
れ
る
「
県
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
賞
」
の
表
彰
式
が
二
月
二
十

四
日
（
木
）
に
県
庁
で
行
わ
れ
、
ウ
ェ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
の
前
川
昌
範
君

（
産
四
）
が
本
学
か
ら
初
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。�

　
ご
存
知
の
よ
う
に
前
川
君
は
二
年
連

続
「
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
大
会
」
に
出
場
し
た
実
績
を
持
ち
、

文
字
通
り
県
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
競
技
、
ま
だ
ま

だ
一
般
的
に
は
認
知
度
が
高
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
活
躍
が
公

に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
大
変
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
前
川
君
が
こ
の
四
年

間
に
果
た
し
た
役
割
が
ど
ん
な
に
大
き

な
も
の
だ
っ
た
か
、
彼
が
握
り
し
め
た

賞
状
は
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。�

有
意
義
だ
っ
た�

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド�

　
　
　
　
　 

交
換
留
学�

●
県
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
賞�

本
学
か
ら
初
受
賞�

　
三
月
十
三
日

（
日
）
山
口
市

の
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
武

道
館
で
行
わ
れ

た
、
柔
道 

全
日
本
選
手
権
中
国
予
選
会

で
菊
川
顕
君
（
法
四
）
が
二
位
に
食
い

込
み
、
四
月
二
十
九
日
（
金
） 

日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
る
本
選
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
在
学
中
に
本
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
た
の
は
香
川
義
篤
氏
（
法

Ｈ
十
六
卒
）
に
次
ぎ
二
人
目
。
柔
道
家

な
ら
誰
も
が
憧
れ
る
柔
道
日
本
一
を
決

め
る
大
舞
台
へ
の
出
場
。
先
輩
が
な
し

得
な
か
っ
た
初
戦
突
破
に
向
け
、
菊
川

君
の
戦
い
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。�

身
に
つ
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

　 

四
年
前
に
は
考
え
ら
れ
な
い
今
の
自
分�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
学
科
　
三
年
　
丸
橋
弘
和�

在学生の�
想い�

商
学
部
産
業
経
営
学
科�

　
　
　
　
　
　
三
年
　
三
岳
未
央�

　
昨
年
二
月
よ
り
、
大
学
の
交
換
留
学

生
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る

ロ
ト
ル
ア
と
い
う
街
で
約
一
年
間
生
活

し
ま
し
た
。
ロ
ト
ル
ア
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
で
も
有
名
な
街
で
、
北
島
の

中
央
に
位
置
す
る
街
で
す
。
学
校
に
は

毎
日
休
ま
ず
行
き
、
約
三
か
月
間
ロ
ト

ル
ア
に
あ
る
女
子
高
校
で
日
本
語
の
助

手
も
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
友
達
も

で
き
、
英
語
の
勉
強
も
で
き
、
何
も
か

も
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。�

　
休
み
の
日
に
は
、
隣
の
街
ま
で
足
を

延
ば
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
遊
び

ま
し
た
。
長
期
休
暇
に
は
、
友
達
と
二

週
間
の
旅
行
に
出
か
け
た
り
な
ど
し
ま

し
た
。
バ
ス
や
宿
の
予
約
、
す
べ
て
を

自
分
達
で
行
い
、
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

帰
る
頃
に
は
、
話
せ
な
か
っ
た
英
語
も

ス
ム
ー
ズ
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
言

葉
や
文
化
の
違
う
友
達
と
英
語
で
話
し

を
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。�

　
す
べ
て
が
、
初
め
て
の
事
で
し
た
が

と
て
も
有
意
義
に
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

是
非
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。�



私の試験対策�

エッセー
数珠つなぎ

法経学部　講師　加藤摩耶�

�
資格への道のり�
小 特 集�

　社会総合研究所では平成17年４月から毎週土曜日を利用して、資格

試験対策講座を実施します。開講予定講座は次の通りです。�

　●パソコン（Word、Excel、Access）講座�

　●司法書士講座�

　●行政書士講座�

　●宅地建物取扱主任者講座�

　●販売士２級講座�

　●イラストレーター３級講座�

　●国内旅行業務取扱管理者講座�

　●総合旅行業務取扱管理者講座�

　●ファイナンシャルプランニング技能検定３級講座�

　●初級システムアドミニストレータ講座�

　●簿記（２・３級）講座�

　また、この他にも（学）産業能率大学の通信教育プログラム100講座

を用意。自分のスケジュールやペースに合わせた学習をすることも出

来ます。まずは、図書館６階  社会総合研究所を訪ねてください。�

※司法書士・販売士２級・ファイナンシャルプランニング技能検定３

級は、６月下旬頃に別途御案内します。�

�

スキルアップで差をつけませんか！�
平成17年資格試験対策講座スタート� 　平成14年４月１日の改正税理士法により、税理士資格取得要件は次

のようになりました。�

１．税理士試験�

　税理士審議会が、毎年1回、夏に実施します。この試験の特徴は、

科目合格制を採っていることです。試験科目は税法3科目、会計

学2科目です。�

２．税理士試験受験要件�

　大学または短期大学、専修学校において法律学または経済学

を修めた者のほか7種の要件を満たした場合は受験資格があります。�

３．税理士試験免除制度�

　税理士試験において試験科目のうちの一部の科目について試

験を免除する制度があります。�

①税法に属する科目に関する研究により修士の学位を授与され

た者で、税法に属する科目のいずれか１科目に合格した者は、

当該科目以外の２科目の税法科目が免除。�

②会計学に属する科目に関する研究により修士の学位を授与さ

れた者で、会計学に属する科目のいずれか1科目について合格

した者は、当該科目以外の１科目の会計科目が免除。�

その他４種の条件を満たした場合は一部科目が免除となります。�

　大学院 商学研究科では、会計学、法学研究科では税法を開講して

おり、修士の学位が取得できます。税理士を目指す人たちへの近道と

なっています。�

大学院は税理士資格の近道�

　
法
学
部
の
学
生
だ
っ
た
頃
、
私
は
特
別
勉
強
熱
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、
遊
び
、
旅
を
し
、
楽
器
に
打
ち
込
み
、

た
く
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
の
「
単
位
獲
得
の
た
め
の
試
験
対
策
」
に
つ
い
て
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

　
私
は
、
普
段
か
ら
授
業
に
は
マ
メ
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
は
私
が
真
面
目
で
勉
強
熱
心
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
大
学
に

来
て
い
る
友
達
に
会
う
た
め
で
し
た
。
友
達
に
会
う
つ
い
で
に
授
業
も

聴
い
て
帰
る
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
授
業
を
聴
か
ず
に
彼
ら
と
逃
避
行
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
れ

な
こ
と
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
友
達
に
は
、
遊
ぶ
こ
と
は
大
好
き

だ
け
れ
ど
も
、
「
毎
度
人
に
ノ
ー
ト
を
写
さ
せ
て
も
ら
う
の
は
卑
怯
だ

し
格
好
悪
い
」
と
い
う
美
意
識
を
も
っ
た
人
が
比
較
的
多
か
っ
た
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
ク
ー
ル
な
仲
間
を
持
つ
こ
と
は
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。�

　
さ
て
、
せ
っ
か
く
聴
く
か
ら
に
は
理
解
し
て
帰
ら
な
け
れ
ば
も
っ
た

い
な
い
し
、
嫌
々
聴
い
て
い
た
ら
苦
痛
で
す
。
理
解
し
よ
う
と
歩
み
寄

り
な
が
ら
じ
っ
と
聴
い
て
い
る
と
、
「
次
は
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
ん

だ
ろ
う
？
」
と
思
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
「
面
白
み
」

が
ほ
の
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
は

潔
く
諦
め
て
い
ま
し
た
）
。
で
す
か
ら
、
「
聴
く
か
ら
に
は
ム
ダ
に
す

ま
い
」
と
い
う
が
め
つ
さ
も
重
要
で
す
。�

　
普
段
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
予
習
復
習
す
る
よ
う
な
勤
勉
さ
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
試
験
一
週
間
前
が
勝
負
で
し
た
。

バ
イ
ト
も
調
整
し
て
出
来
る
だ
け
休
み
、
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
総
復
習

し
ま
す
。
そ
の
過
程
で
ノ
ー
ト
と
教
科
書
を
読
み
返
し
て
い
る
と
、
わ

か
っ
た
つ
も
り
で
実
は
理
解
で
き
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
気
が
つ
き
ま

す
（
逆
に
、
授
業
中
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
「
な
ん
で
わ
か
ら

な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
氷
解
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
。
そ
う
や

っ
て
見
つ
け
た
「
穴
」
を
埋
め
て
い
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
試
験
は
情
報
戦
で
す
。
先
生
が
試
験
に
関
し
て
ポ
ロ
ッ
と
こ

ぼ
し
て
く
だ
さ
っ
た
ヒ
ン
ト
を
、
偶
々
聞
き
逃
し
た
り
よ
く
理
解
で
き

な
か
っ
た
り
、
と
い
う
の
は
ま
ま
あ
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の

よ
う
な
情
報
を
友
達
同
士
で
確
認
し
た
り
、
先
生
に
伺
っ
て
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
本
当
に
単
位
が
欲
し
け
れ
ば
、
情
報
を
得

る
努
力
を
怠
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。�

　
そ
し
て
、
私
は
気
が
つ
け
ば
大
学
の
講
師
と
な
り
、
単
位
を
認
定
し

て
も
ら
う
側
か
ら
、
認
定
す
る
側
に
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
、
私
の

試
験
対
策
は
今
で
も
続
い
て
い
る
の
で
す
。
最
大
の
試
験
対
策
は
、
や

は
り
毎
回
多
少
な
り
と
も
身
を
入
れ
て
授
業
を
聴
く
こ
と
で
す
。
学
生

が
聴
い
て
「
理
解
し
よ
う
」
と
思
え
る
、
「
面
白
み
」
を
感
じ
る
授
業

を
し
な
け
れ
ば
、
私
は
、
私
の
思
う
よ
う
に
単
位
を
認
定
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
採
点
に
苦
し
み
、
自
己
嫌
悪
に
苛
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
単
位
を
認
定
し
て
も
ら
う
た

め
の
試
験
対
策
を
講
じ
る
ほ
う
が
、
ず
う
う
う
う
う
う
う
う
っ
と
楽
で
す
。

全
く
の
と
こ
ろ
。�

・�

・
・
・
・�

・
・�

・
・
・
・
・�

・
・
・
・�



キャリア開発論等の受講で�
厚生労働省が就職能力を証明します！�
　前回の学報でもお知らせいたしましたが、厚生労働省若年者就職基礎能力支援事業（YES－プ

ログラム）認定講座として就職部開講科目「キャリア開発論」の申請をしておりましたが、3月4日付

で認定を受けました。�

　企業が事務・営業系の人材に求める基礎能力「コミュニケーション能力」「職業人意識」「基礎

学力」「ビジネスマナー」「資格取得」のうち、資格取得を除く四つの能力を「キャリア開発論Ⅰ」「キ

ャリア開発論Ⅱ」、新規開設科目「キャリア開発論Ⅲ」で習得できます。さらに情報技術関係又は

経理・財務関係又は語学関係から一つ以上の資格（前号参照）を取得し厚生労働省に申請する

ことにより「若年者就職基礎能力修得証明書」が発行され、就職の際のアピールにも活用するこ

とができます。つまり、単位修得と同時に社会人として通用することを国に認めてもらえる制度、中

国地方の大学では岡山商科大学だけのメリットです。�

　将来のことを真剣に考えている学生の履修を待っています。�

今年も�
就活バスツアー出発！�
～大阪・広島へ～�
●「関西合同企業説明会バスツアー」　

　1月25日（火）に、学園バスを利用した「関

西合同企業説明会バスツアー」を開催しました。

当日は85名もの学生が参加し、バスも当初

予想より増便の二便となり、早朝の出発では

ありましたが、リクルートスーツに身を包み緊

張した面持ちで学園バスに乗り込んでいました。

会場である大阪ドーム（大阪市西区）では、

毎日就職EXPO2004合同企業説明会（主催：

毎日コミュニケーションズ）に参加しました。

参加企業数が約200社、参加学生数が約1

万人という大規模な合同企業説明会という

こともあり、本学学生もスケールの大きさに

圧倒されながらも、関西の活発な学生の雰

囲気を肌で感じ、積極的に企業ブースを訪問

している姿が見られました。�

●「中国四国地区オープンセミナーバスツアー」�

　1月25日に引き続き、２月15日には広島経

済大学（広島市）で行われた全国私立大学

就職指導研究会（全就研）主催による「中

国四国地区オープンセミナー」に学園バスを

利用し、43名の本学学生が参加しました。こ

のセミナーは「地方の学生にも日頃聞く事の

できない大手企業や各業界のリーディングカ

ンパニー話を聞き、就職活動に役立ててもう

らおう」という趣旨で開催されており、昨年は

本学で開催されました。今回は食品、電気業

界の大手企業や地元広島を代表する企業

が２３社参加、学生の参加も中国、四国地方

の学生を中心に1,700人余が参加し、大盛

会なものとなりました。テレビのCMで見る商

品の製造、流通過程の裏話を聞いたり、各

業界や各企業の今後の最新の動向を実際

に耳にしたり、学生にとって新たな刺激を受け、

今後の就職活動に活かしていく良い機会と

なり、帰りのバスの中でも「どこの企業聞いた？」

「あそこはまだエントリー間に合う？」などの会

話が飛び交うなど、学生がまた少し成長した

一日になりました。�

厚生労働省若年者就職基礎能力支援事業（YES－プログラム）認定予定講座�

「若年者就職基礎能力修得証明書」申請に必要な資格（一つ以上）�

副　 題�

キャリア開発論Ⅰ�
（コミュニケーション能力・職業人意識）�

キャリア開発論Ⅱ�
（基礎学力〈社会人常識〉・ビジネスマナー）�

キャリア開発論Ⅲ�
（基礎学力〈読み書き・計算〉）�

担当者�

富永�

富永�

伊藤�

科 目�

�

�
実践�
学習�

講師�

塚谷�

塚谷�

伊藤�

単位�

2�

2�

2

配当学年�

1～4�

1～4�

1～4

期�

前期�

前期�

後期�

開講日等�

金曜2限�

金曜3限�

木曜2限�

基本情報技術者試験、初級システムアドミニストレータ試験、Microsoft 
Office Specialist Access、Microsoft Office Specialist Excel、
Microsoft Office Specialist PowerPoint、Microsoft Office Specialist 
Word、P検-パソコン検定試験1級、P検－パソコン検定試験2級、P検－パソコ
ン検定試験3級�

簿記検定試験1級、簿記検定試験2級、簿記検定試験3級、簿記能力検定試験
1級、簿記能力検定試験2級、簿記能力検定試験3級、パソコン財務会計主任
者試験1級、パソコン財務会計主任者試験2級、ビジネス・キャリア制度修了
認定試験 経理・財務 中級、ビジネス・キャリア制度修了認定試験 経理・財
務 初級、BATIC 320点以上�

実用英語技能検定1級、実用英語技能検定準1級、実用英語技能検定2級、
実用英語技能検定準2級、TOEIC 500点以上�

資格の名称等�領　域�

情 報 技 術 �
�
�
�
�

経理・財務�
�
�
�
語 学 力 �

内定が近づいた！！�
学内合同企業説明会�
　今年も学内合同企業説明会が開催され

ております。これは「岡山商科大学の学生を

採用したい」との企業からの申し出により始

められたもので毎年この時期に開催されてお

ります。２月、３月の説明会では述べ約200社

の企業人事担当者がお越しになり学生たち

は真剣なまなざしで説明を聞いておりました。

毎年この説明会をきっかけに多くの学生たち

が内定を獲得しており、早い学生は４月には

内定が出ます。また、これだけの数の企業が

大学で説明会を開催するのは40年の歴史を

持つ本学だから可能なことです。今年は４月

２７日（水）にも開催し、就職活動に出遅れた

学生たちにも参加できる環境を作りました。�

●第5回　学内合同企業説明会�

　1. 日　程／４月２７日（水）�

　2. 時　間／１３時～１６時�

　3. 場　所／井尻記念館　４階�

　4. その他／スーツ着用で参加してください�

お知らせ�
就職課は�
3号館1階へ�

移転しました。�



　健康なキャンパスライフをおくるために、酒・

タバコの害についてお知らせいたします。心

身ともに元気な状態で毎日を送ってください。�

ご入学�
おめでとうございます�
　　　　　　　　　　  厚生課�

　WEBを活用した「講義案内システム」の運

用を平成16年度から開始しています。このシ

ステムにより、WEBを通じて「いつでもどこで

も｣講義に関する様々な情報を入手すること

が可能となりました。具体的には次のようなも

のです。�

①当該年度に履修登録した科目の一覧の確認�

②科目ごとに担当教員からの連絡事項（レポ

ート・テストの案内、資料の配布等）、教室

変更、休講、補講等の各種情報�

③E-mailアドレスを登録することにより、科目

担当教員との双方向の連絡�

今後も本システムの充実を図っていきたいと

考えています。重要な情報を見逃すことのな

いように日頃から利用して日々の講義等に役

立ててみてください。�

なお、利用方法について分らないこと、不明な

点があれば教務課までお尋ねください。�

s講義案内システム

“いつでもどこでも”�
WEBから講義情報ゲット�
　　　　　　　　　　   教務課�

窓口�
　●学生生活の諸問題の相談�

　　学生相談室（学生課）�

　●心理・精神的な悩みの相談�

　　カウンセリング室（厚生課）�

　●怪我、急病等の応急手当て�

　　保健室（厚生課）�

奨学金�
学生支援機構説明会�
　学生支援機構奨学金の説明会を開催します。希望

者は必ず出席しましょう。�

■日時／4月12日（火）・13日（水）・14日（木）16：30～�

■場所／2号館2階　222教室�

　詳細は学生課掲示板等で確認してください。�

あなたの血液必要とする人がいます�
学友会「愛の献血」�
　恒例となった学友会主催の献血が、一年ぶりに行わ

れます。みなさん、ぜひご協力ください。�

■日時／平成17年4月13日（水）10：00～16：00　�

■場所／学生会館前�

退
職
教
員
紹
介�

教授　木村　幾也�
平成10年に本学へ赴任。
管理会計論・原価計算論
などを担当いただきました。
定年による退職です。�

教授　中村　恒夫�
平成10年に本学へ赴任。
生産管理論・経営科学な
どを担当いただきました。
定年による退職です。�

教授　原田　満範�
平成14年本学へ赴任。簿
記論などを担当いただき
ました。�

教授　丸尾　譲�
平成13年に本学へ赴任。
教職課程を担当いただき
ました。定年による退職
です。�

招聘助教授　李　素萍�
平成15年４月、大連学国語
学院から来日され、１年間
中国語を担当いただきました。
任期満了による退職です。�

助教授　矢吹　雄平�
平成９年に本学へ赴任、社
会総合研究所次長などを務
められました。流通政策論
などを担当いただきました。�

教授　安居　洋�
平成７年に本学へ赴任。
経済学科長・経済学研究
科長を歴任されました。
日本経済論・財政学など
を担当。定年による退職
です。�

教授　吉尾　匡三�
平成５年本学へ赴任。経
済学科長・附属経営研究
所長（現 社会総合研究
所）・附属図書館長を歴
任されました。金融論・
銀行論などを担当。定年
による退職です。�

助教授　平井　睦巳�
平成８年に本学へ赴任。
教職課程を担当いただき
ました。�

■商学部�

■法経学部�
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商 

◆ 

大 

◆ 

四 

◆ 

季�

夕学講座スケジュール決定�
時代の最先端講演を商大で！�
せきがく�

　岡山商科大学経済学科では、「公開講義」を開催します。本公開講義は、各教員の得意とする、あるいは今考えている問題について、
いくらか高度なレベルで展開することを目的にしています。プログラムは、次の通りです。�

「アリとキリギリスの日本経済入門」�
土居丈朗　著／東洋経済新報社（２００３）�

　本書は、童話「アリとキリギリス」を日本経済を生きる私たちに
なぞらえて、今日本経済が不景気である本当の理由や、これから
日本経済はどうすればよくなるかを、わかりやすく解き明かそうと

した本です。�
　誰もが感じている『なぜ真面目にコツコツと生活していても報われないのか』、この疑問を「昆虫村」
を舞台として簡潔に描き出しています。まえがきと解説を含めても100ペ
ージ足らずの量で１時間で読みきることができます。�
　学生・社会人・主婦…どの立場の方々にとっても日本経済の現状を
知り、よりよく生きるための一つの入門書となります。入門書と聞くと堅
苦しいイメージがありますが、経済の知識はほとんどなくても読むことがで
きます。さらに、童話の絵本仕立てになっているため、ちょっと一息、気分
転換に読む本としても最適です。ぜひ一度手に取ってみてください。（附
属図書館）�

なぜ真面目に生活しても報われないのか？�
よりよく生きるための経済入門書�

6

イチオシ！

　昭和60年11月、白色で雲を形どる“彩雲”

の織柄模様が鮮やかに浮かぶ緞帳が、体育

館の舞台に姿を現した。昭和59・60年の両

年度卒業生 約900人の寄付によるもので、

同月27日・28日の二日をかけて設置作業が

行われた。20年が経過した現在も、体育館

で挙行される

様々な行事を

見守り、その

格調高い姿は

変わらない。�

社会人聴講者を募集  平成17年度  公開講義（経済学特殊講義）開講�

彩雲の緞帳（体育館）�
どんちょう�

講　師�
長尾　周也�
山下　隆資�
有利　隆一�
喜田栄次郎�
多田憲一郎�
大村　　茂�
両角　成広�
河野　快晴�

テーマ�
「高齢者雇用の必要性とその促進条件」�
「超高齢化社会の到来と社会保障改革」�
「賃金・所得の各種格差：その動向と背景」�
「生活設計と年金」�
「地方分権時代における地方行財政改革の課題と展望」�
「アジア通貨・金融危機とその後」�
「歴史に学ぶ経済～産業革命論の動向を中心に～」�
「人民元と円、ドル、ユーロ」�

日　程�
４月 ９日（土）１・２時限�
４月２３日（土）１・２時限�
５月 ７日（土）１・２時限�
５月２１日（土）1・２時限�
６月 ４日（土）1・２時限�
６月１８日（土）1・２時限�
７月 ２日（土）1・２時限�
７月 ９日（土）1時限�

経
済
学
特
殊
講
義
Ⅰ�

�E
c
o
n
o
m
ic
s
  A
live

��

講　師�
山根　芳知�
梅原　嘉介�
佐井　至道�
山下　賢二�
井上　省紀�
森元　早苗�
田中　勝次�
河野　快晴�

テーマ�
「遺伝的プログラミング～株価の予想～」�
「景気の見方・読み方～日本経済新聞を読む～」�
「経済統計調査におけるサンプリング法と分析法」�
「グローバル化と経済成長」�
「ネット・ビジネス・イングリッシュ」�
「環境をお金で評価する」�
「産業連関表による地域経済の波及効果分析」�
「ネットの時代、変革の時代（1年間のまとめ）」�

日　程�
９月２４日（土）１・２時限�
１０月 ８日（土）１・２時限�
１０月２２日（土）１・２時限�
１１月 ５日（土）１・２時限�
１１月１９日（土）１・２時限�
１２月 ３日（土）１・２時限�
１２月１７日（土）１・２時限�
１月 ７日（土）1時限�

経
済
学
特
殊
講
義
Ⅱ�

�E
c
o
n
o
m
ic
s
 o
n
 N
e
t

��

●時　間／１時限目…９：３０～１１：００　２時限目…１１：１０～１２：４０　●会　場／岡山商科大学　７号館１階７１１教室　●受講料／無　料�
※前半「経済学特殊講義Ⅰ」では、“Economics Alive”、また後半「経済学特殊講義Ⅱ」では、“Economics on Net”と題して、それぞれ特徴ある講座を開設する予定です。基本
は講義ですが、質問に回答する、また、パソコン画面を見ていただく、コンピュータを使った演習を行うなど興味ある授業ができる工夫を行います。受講者にも、ともに考えていた
だくなど、講師とともに作っていく講座でありたいと考えています。�

お申し込み・お問い合わせ先／教務課  TEL086－256－6653（直通）　FAX086－256－6649

�

　岡山商科大
学では本学学
生や社会人の
自己啓発を支
援する衛星放
送によるビジネ
ススクール「夕
学講座」を開

講しています。�
　2005年度前期は、「人材の論点」「パラ
ダイムイノベータに聞く」「デザインの時代」「日
本のゆくえ、世界のゆくえ」「実践　仕事の
方法論」の5つのテーマに基づき、多彩な講
師陣によりお届けいたします。�
　聞き逃せない、見逃せない、全てが1回だ
けの講義！岡山では商科大学でしかご覧い
ただけません。お問い合わせは本学社会総
合研究所（086－256-6656）まで。�

■４月１５日（金）〈人材の論点〉　　�
s高橋 俊介　�
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 教授�
「スローキャリアのすすめ」�

■４月２０日（水）〈デザインの時代〉　　�
s千住 　�
　画家・京都造形芸術大学  副学長�
　「芸術の力、創造の力」�

■４月２２日（金）〈人材の論点〉　　�
s加護野 忠男　�
　神戸大学大学院経営学研究科 教授�
　「変貌するビジネスシステム」�

■５月１１日（水）〈パラダイムイノベーターに聞く〉�
s松井 道夫�
　松井証券株式会社　代表取締役社長�
　「革命時代の経営哲学」�

■５月１９日（木）〈日本のゆくえ、世界のゆくえ〉�
s西川 りゅうじん�
　商業開発研究所レゾン所長・マーケティングコンサルタント�
　「「変化を捉えて活かす情報力養成講座」～元気な会社・元気な地域の創り方～」�

■５月２４日（火）〈パラダイムイノベーターに聞く〉�
s堀江 貴文�
　株式会社ライブドア　代表取締役社長兼最高経営責任者�
　「実践的起業家論」�

■５月２５日（水）〈デザインの時代〉�
s安藤 忠雄�
　建築家・東京大学  名誉教授�
　「創造的なこころ」�

■６月２日（木）〈パラダイムイノベーターに聞く〉�
s堀 義人�
　グロービス・グループ　グループ代表�
　「人生の座標軸」�

■６月７日（火）〈実践 仕事の方法論〉�
s鴻上 尚史�
　劇作家・演出家�
　「自己演出のすすめ～あなたの魅力を演出するヒント～」�

■６月１４日（火）〈実践 仕事の方法論〉�
s和田 裕美�
　株式会社ペリエ　代表取締役社長�
　「営業のテクニックなんていらない～わくわくしさえすれば人は動く～」�

■６月１５日（水）〈日本のゆくえ、世界のゆくえ〉�
s星野 佳路�
　株式会社星野リゾート　代表取締役社長�
　「リゾート再生」�

■６月２０日（月）〈実践 仕事の方法論〉�
s船川 淳志�
　グローバルインパクト　代表パートナー�
　「プロフェッショナルの思考力と対人力」�

■７月１２日（火）〈実践 仕事の方法論〉�
s水越 豊�
　ボストンコンサルティンググループ　日本代表�
　「ＢＣＧ戦略コンセプト」�

■７月１９日（火）〈実践 仕事の方法論〉�
s大谷 由里子�
　有限会社志縁塾　代表取締役・（財）生涯学習開発財団認定コーチ�
　「元気をつくる「大谷流」コーチング」�

■７月２０日（水）〈人材の論点〉�
s玄田 有史　�
　東京大学社会科学研究所 助教授�
　「私の仕事道（しごとみち）」�

　●会場／岡山商科大学　7号館�
　●時間は全て18:30～（開場18：00）�
　●お申し込み・お問い合わせ先�
　　社会総合研究所�
　　1（086）256－6656（直通）�
�

夕学講座とは慶應義塾の社会人教育機関で
ある慶應丸の内シティキャンパス（慶應ＭＣＣ）
が『夕学五十講』として運営している講座を、
サテライト（衛星）通信を利用して生中継す
る講座です。�

せきがく�
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創立40周年記念講演会�

　
ま
だ
心
の
準
備
が
で
き
て
ま
せ
ん
。
ほ

ん
と
う
は
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
こ
こ
に
来
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
一
番
良
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら
、
私
の
ち
ょ

っ
と
し
た
ミ
ス
で
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
を
負

け
て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
一
年
を
終
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
今
「
オ

レ
流
野
球
」
と
言
わ
れ
て
こ
の
会
場
の
方
々

の
顔
を
見
な
が
ら
、
何
を
し
ゃ
べ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
講
演
と
い

う
の
は
だ
い
た
い
誰
か
に
原
稿
を
書
い
て

も
ら
う
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。
そ
れ
を

し
ゃ
べ
っ
て
、
丸
暗
記
し
て
も
聴
い
て
い

る
方
も
面
白
く
な
い
だ
ろ
う
し
、
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
方
も
面
白
く
な
い
だ
ろ
う
と
言

う
こ
と
で
、
私
は
一
切
原
稿
を
持
ち
ま
せ
ん
。

で
、
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す

の
で
、
時
た
ま
ど
っ
か
と
ん
で
も
な
い
所

へ
話
が
行
き
ま
し
た
ら
、
チ
ョ
ッ
と
脱
線

し
た
よ
、
と
皆
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。�

何
を
聴
き
た
い
の
か
？�

�

　
監
督
に
な
っ
て
か
ら
こ
う
い
う
講
演
を

色
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
逆

に
や
り
辛
く
な
っ
た
ん
で
す
。
な
る
前
は

色
ん
な
所
へ
行
っ
て
こ
う
い
う
お
話
を
す

れ
ば
い
い
な
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
良
か
っ

た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
ど
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
を
優

勝
さ
せ
た
の
か
、
ど
う
い
う
気
持
ち
で
選

手
と
接
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

お
そ
ら
く
聴
き
た
い
の
だ
ろ
う
と
。
た
だ
、

逆
に
話
が
纏
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
と
い

う
の
が
今
の
現
状
な
ん
で
す
。
何
を
聴
き

た
い
ん
で
す
か
、
み
な
さ
ん
！
そ
れ
を
訊

い
た
ほ
う
が
早
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
会
場
に
来
て
い
る
方
々
で
い
う
と
、

孫
が
野
球
を
や
っ
て
い
る
、
息
子
が
野
球

を
や
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
ど
う
や
っ
た
ら

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
る
の
か
と
い
う
こ

と
な
の
か
？
ま
あ
色
ん
な
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
け
れ
ど
も
。�

���

野
球
好
き
に
さ
せ
ろ
！
そ
し
て
体
を
つ
く
れ�

�

　
プ
ロ
野
球
選
手
に
し
た
い
ん
だ
っ
た
ら

簡
単
な
こ
と
で
す
。
ま
ず
野
球
を
好
き
に

さ
せ
る
っ
て
こ
と
。
こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
で

も
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
や
る
競
技
、

ス
ポ
ー
ツ
を
好
き
に
さ
せ
る
こ
と
。
こ
れ

が
大
前
提
で
す
。
で
そ
の
大
前
提
の
前
に

一
つ
だ
け
言
っ
て
お
く
の
が
、
丈
夫
な
体

を
つ
く
る
っ
て
い
う
こ
と
。
こ
こ
が
基
本

で
す
。
昨
今
プ
ロ
野
球
界
で
も
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
ケ
ガ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
食
生
活
か
ら
く
る
ん
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
会
場
に

来
て
い
る
方
々
は
お
そ
ら
く
骨
折
な
ん
て

し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

な
ぜ
か
っ
て
い
う
と
、
食
べ
物
に
原
因
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

「
食
べ
物
」
の
大
切
さ�
�

　
で
、
確
か
に
昔
の
食
べ
物
は
良
か
っ
た
。

今
は
美
味
い
も
の
は
多
い
ん
で
す
。
で
も

体
に
い
い
食
べ
物
が
多
い
か
と
い
え
ば
そ

う
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
病
気

に
な
る
よ
う
に
病
気
に
な
る
よ
う
に
、
そ

う
い
う
食
生
活
を
し
て
い
る
。�

　
我
々
の
時
代
っ
て
い
う
の
は
、
練
習
し

て
い
る
と
き
は
「
水
を
飲
む
な
！
」
今
は
「
水

を
上
手
に
と
っ
て
い
き
な
さ
い
」
ど
う
や

っ
た
っ
て
人
間
の
体
は
七
〇
％
が
水
分
で

す
か
ら
。
こ
れ
を
う
ま
く
と
っ
て
い
か
な

い
と
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り
、
そ
の
ま

ま
死
ん
だ
り
と
。
だ
か
ら
正
反
対
な
こ
と

を
今
は
や
っ
て
ま
す
。
私
ら
は
農
薬
を
ま

い
た
田
圃
の
水
を
か
き
わ
け
な
が
ら
、
人

目
を
盗
ん
で
は
水
を
飲
ん
で
、
ま
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
今
考
え
る
と

ゾ
ッ
と
す
る
よ
う
な
こ
と
を
平
気
で
や
っ

て
い
ま
し
た
。
今
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し

な
く
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
ど
こ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
も
、
ど
こ
の
指
導
者
で
も
水
を
飲
め

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
い
い
方
に
は
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。�

　
逆
に
悪
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
い
う
の

も
非
常
に
多
い
。
食
生
活
の
こ
と
に
関
し

て
自
分
の
息
子
を
、
娘
を
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
で
大
成
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
子
供

は
そ
こ
ま
で
考
え
る
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

親
が
一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
何
を
与
え
る

の
が
一
番
い
い
の
か
。
色
ん
な
も
の
を
読

ん
だ
り
勉
強
し
た
り
し
て
、
そ
れ
を
子
供

に
与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
第
一
条
件

で
す
。
あ
と
は
人
間
っ
て
好
き
な
こ
と
は
「
も

う
止
め
と
け
！
」
っ
て
言
わ
れ
て
も
ズ
ー

ッ
と
続
け
ま
す
。
嫌
い
な
こ
と
は
「
や
れ
っ
」

て
言
っ
た
っ
て
そ
う
は
で
き
る
も
ん
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
子
供
が
家
へ
帰
っ
て
来
た
ら
、
「
宿

題
や
っ
た
か
勉
強
し
ろ
」
、
「
風
呂
入
っ

た
か
早
く
寝
ろ
」
、
オ
レ
が
自
分
が
大
人

に
な
っ
た
ら
絶
対
自
分
の
子
供
に
言
う
ま

い
と
思
っ
て
い
た
ヤ
ツ
を
や
っ
ぱ
り
言
う

ん
で
す
ね
。
確
か
に
み
な
さ
ん
も
嫌
な
経

験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
い
や
な
経

験
を
ま
た
、
な
ぜ
自
分
の
子
供
に
言
う
の

か
？�

長
け
た
も
の
を
見
つ
け
出
せ�

�

　
そ
れ
は
ヨ
ソ
様
か
ら
あ
そ
こ
の
子
供
は
と
、

後
ろ
指
指
さ
れ
る
の
が
子
供
に
と
っ
て
不

憫
だ
か
ら
、
だ
か
ら
最
低
限
の
こ
と
は
躾

を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

憎
ま
れ
口
を
た
た
き
な
が
ら
言
う
ん
で
す
。

勉
強
し
ろ
っ
て
言
っ
た
っ
て
、
や
ん
な
く

て
も
で
き
る
子
は
で
き
る
ん
で
す
。
好
き

だ
っ
た
ら
い
く
ら
で
も
上
手
く
な
っ
て
い

く
ん
で
す
。
だ
か
ら
そ
れ
が
勉
強
に
長
け

て
い
る
の
か
、
ス
ポ
ー
ツ
に
長
け
て
い
る

の
か
、
芸
術
に
長
け
て
い
る
の
か
、
は
た

ま
た
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
ね
、
素
晴
ら
し
い

ソ
フ
ト
を
つ
く
っ
て
億
万
長
者
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
才
能
を
持
っ
て

い
る
子
供
が
い
る
の
か
。
だ
か
ら
ど
こ
に

そ
の
人
間
の
才
能
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
子
供
っ
て
い
う
の

は
物
凄
い
才
能
、
隠
れ
た
才
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
る

人
間
っ
て
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と

思
い
ま
す
。
で
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
親
が
、

学
校
の
先
生
が
、
そ
の
才
能
を
見
つ
け
出

し
て
や
る
の
か
？
と
い
う
の
が
年
寄
り
連

中
の
一
つ
の
役
割
な
ん
だ
ろ
う
な
。�

���

七
回
も
退
部
〜
高
校
時
代
〜�

�

　
で
、
幸
い
私
は
そ
の
野
球
で
こ
う
や
っ

て
今
生
活
し
て
い
ま
す
。
で
、
昔
の
学
校

は
毎
日
殴
る
は
蹴
る
は
で
ね
、
そ
れ
が
日

常
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
い
う
時
代
で
…
。

な
ぜ
一
年
早
く
生
ま
れ
て
き
た
ヤ
ツ
に
こ

ん
だ
け
ぶ
ん
殴
ら
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

か
な
っ
て
い
う
こ
と
で
、
高
校
の
野
球
を
、

わ
た
し
、
七
回
辞
め
て
ま
す
。
で
、
最
終

的
に
八
回
目
に
入
っ
て
…
。
自
分
で
は
戻

っ
た
つ
も
り
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
大

会
の
前
に
な
る
と
監
督
と
部
長
が
呼
び
に

く
る
。
も
う
足
を
洗
お
う
、
も
う
辞
め
よ

う
と
思
い
な
が
ら
…
。
わ
た
し
、
学
校
は

勉
強
で
入
っ
た
訳
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

な
ん
せ
秋
田
県
で
わ
た
し
、
野
球
が
一
番

上
手
か
っ
た
ん
で
す
。（
笑
）
ど
こ
の
学
校

で
も
授
業
料
免
除
で
ウ
チ
の
学
校
へ
来
て

く
れ
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
じ

ゃ
あ
オ
レ
は
ま
る
っ
き
り
勉
強
が
で
き
な

く
て
バ
カ
な
の
か
と
い
え
ば
六
割
の
成
績

は
取
れ
た
ん
で
す
。
で
も
偶
々
入
っ
た
学

校
っ
て
言
う
の
が
八
割
な
い
と
は
入
れ
な

い
学
校
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
の
二
割
を

ど
こ
で
埋
め
た
か
と
い
え
ば
、
野
球
で
埋

め
た
だ
け
な
ん
で
す
。
で
、
そ
う
い
う
、

あ
る
種
い
い
時
代
。
ま
あ
今
だ
っ
た
ら
大

変
で
し
ょ
う
ね
。
あ
る
意
味
裏
口
入
学
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
そ
れ
に
近
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ほ
ん
と
は
野
球
を
辞
め

た
ら
学
校
も
辞
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ

ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
私
立
じ
ゃ
な
く

て
公
立
の
学
校
だ
っ
た
か
ら
、
ま
あ
野
球

を
辞
め
て
も
卒
業
だ
け
は
さ
せ
て
や
る
っ

て
い
う
、
そ
う
い
う
学
校
と
か
先
生
に
恵

ま
れ
た
。�

勝
負
根
性
を
養
う�

�

　
そ
れ
で
大
学
に
入
っ
て
一
年
で
辞
め
て
、

一
年
間
は
そ
れ
こ
そ
色
ん
な
と
こ
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
賭
け
ボ
ー
リ
ン
グ

を
し
な
が
ら
、
勝
負
根
性
を
養
っ
て
い
た
。

な
ん
せ
収
入
は
な
い
訳
で
す
か
ら
。
収
入

な
い
の
に
、
賭
け
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
訳

で
す
よ
。
負
け
た
ら
お
金
を
払
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
で
も
貸
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
じ
ゃ
あ
ど
う
す
る
の
か
？
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
も
負
け
ら
れ
な
い
。
そ
の

辺
が
わ
た
し
の
野
球
を
上
手
く
さ
せ
た
。

去
年
勝
っ
た
一
番
の
原
因
な
ん
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
勝
負
事
は
負
け
ち
ゃ
あ
い
け
な
い

ん
で
す
。
人
生
は
、
別
に
人
に
負
け
よ
う
が
、

何
し
よ
う
が
ね
、
対
象
物
が
多
す
ぎ
ま
す

か
ら
。
日
本
の
一
億
何
千
人
と
い
う
人
口

の
中
で
ト
ッ
プ
を
張
ろ
う
な
ん
て
思
っ
た

っ
て
、
じ
ゃ
あ
ト
ッ
プ
は
ど
こ
な
ん
だ
？

あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し
す
ぎ
て
い
て
分
か

ら
な
い
。
野
球
界
の
中
で
は
セ
リ
ー
グ
が

六
つ
、
パ
リ
ー
グ
が
六
つ
、
そ
の
中
の
一

番
上
に
立
っ
た
の
が
去
年
は
西
武
ラ
イ
オ

創立４０周年記念講演会�「オレ流野球」�落合博満　中日ドラゴンズ監督�

プ
ロ
野
球
選
手
の
育
て
方�

プ
ロ
へ
の
道
の
り�



１０�

創立40周年記念講演会�

ン
ズ
、
偶
々
セ
リ
ー
グ
の
一
番
上
に
立
っ
た
の

が
中
日
。
や
る
か
ら
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。�

���

笑
わ
れ
て
も
一
週
間�

�

　
で
普
通
だ
っ
た
ら
ね
、
就
任
当
時
「
日
本
一

に
な
り
ま
す
よ
」
と
口
が
裂
け
て
も
言
わ
な
い

で
し
ょ
う
。
で
も
や
る
か
ら
に
は
勝
た
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
今
年
か
ら
楽
天
が
入
り
ま
す
。
お

そ
ら
く
田
尾
監
督
は
言
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
ま
で

オ
レ
み
た
い
に
バ
カ
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
ら
。

で
も
私
だ
っ
た
ら
言
い
ま
す
。
「
楽
天
？
ま
あ

見
と
け
よ
、
今
年
の
オ
フ
に
な
っ
た
ら
優
勝
し

て
る
か
ら
」
っ
て
平
気
で
言
う
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
で
で
き
な
か
っ
た
ら
、
一
人
で
笑
わ
れ
て

と
き
ゃ
い
い
ん
だ
ろ
う
と
。
笑
わ
れ
る
の
が
嫌

だ
か
ら
色
ん
な
こ
と
考
え
る
ん
で
す
。
で
、
で

き
な
か
っ
た
ら
一
人
笑
わ
れ
と
き
ゃ
あ
い
い
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
笑
わ
れ
た
っ
て
一
か
月
笑
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
か
ら
。
一
週
間
た
て

ば
み
ん
な
忘
れ
て
く
れ
る
。（
笑
）
そ
れ
に
我
慢

で
き
る
か
で
き
な
い
か
？
わ
た
し
、
平
気
で
す

か
ら
。
人
に
何
言
わ
れ
よ
う
が
、
何
を
書
か
れ

よ
う
が
ね
。
そ
う
し
な
か
っ
た
ら
そ
の
仕
事
で

き
な
い
ん
だ
と
ろ
う
と
。
た
だ
、
若
干
世
の
中

で
一
名
だ
け
笑
わ
れ
る
の
が
嫌
な
人
間
が
い
ま
す
。

（
笑
）
女
房
に
「
ホ
ラ
出
来
な
か
っ
た
ろ
、
ザ
マ

ア
み
ろ
」
こ
れ
だ
け
は
ね
え
、
ど
う
や
っ
て
も

避
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
ね
。（
笑
）
そ
の
為

に
現
役
二
十
年
間
、
頑
張
れ
た
よ
う
な
も
ん
で
す
。

一
日
ホ
ー
ム
ラ
ン
三
本
打
と
う
が
、
三
冠
王
と

ろ
う
が
「
良
か
っ
た
ね
、
お
ま
え
す
げ
え
な
」

っ
て
言
っ
た
こ
と
、
う
ち
の
女
房
一
回
も
あ
り

ま
せ
ん
。
い
つ
か
は
言
わ
せ
て
や
ろ
う
っ
て
、

二
十
年
間
た
っ
た
ん
で
す
か
ら
。
で
、
や
め
た

時
に
た
っ
た
一
言
「
お
つ
か
れ
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
ね
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
に
「
あ
あ
、

オ
レ
は
や
っ
と
救
わ
れ
た
」
っ
て
。�

私
を
動
か
し
た
人
は
？�

�

　
そ
れ
で
、
私
の
中
で
は
プ
ロ
野
球
の
監
督
に

な
ろ
う
な
ん
て
サ
ラ
サ
ラ
思
っ
て
な
か
っ
た
で

す
け
ど
。
と
こ
ろ
が
女
房
は
い
つ
か
は
監
督
に

さ
せ
た
い
、
で
そ
の
姿
を
見
て
み
た
い
、
と
ず

う
ー
っ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
お
と

と
し
の
十
月
に
球
団
か
ら
監
督
の
要
請
が
あ
り

ま
し
て
ね
、
電
話
で
話
し
を
し
て
い
た
ら
、
急

に
二
階
か
ら
降
り
て
き
ま
し
て
、
新
聞
の
広
告

の
裏
に
マ
ジ
ッ
ク
で
「
Ｏ
Ｋ
」
っ
て
書
く
。
Ｏ

Ｋ
っ
て
こ
と
は
や
れ
っ
て
こ
と
で
し
ょ
。
そ
れ

で
ま
た
電
話
し
て
き
た
ら
、
あ
ま
り
に
煮
え
切

ら
な
い
も
ん
だ
か
ら
次
に
何
を
し
た
か
っ
て
い

う
と
、
「
Ｇ
Ｏ
」
っ
て
書
い
た
。
じ
ゃ
あ
こ
れ

で
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
な
。
そ
れ
で

決
ま
っ
た
監
督
で
す
か
ら
ね
。
動
機
が
不
純
な

ん
で
す
。
決
め
た
の
は
女
房
な
ん
で
す
か
ら
ね
。

決
め
ら
れ
た
か
ら
に
は
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

ま
あ
、
ウ
チ
の
家
庭
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う

も
ん
で
す
か
ら
。
ち
ょ
っ
と
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
と
は
違
う
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。�

���

選
手
と
向
き
合
え�

�

　
ま
あ
、
そ
っ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
ど
う
い
う

ス
タ
ッ
フ
を
連
れ
て
行
け
ば
い
い
の
か
？
で
ス

タ
ッ
フ
を
連
れ
て
行
く
と
き
の
、
た
っ
た
一
つ

の
条
件
が
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
時
も
、
背

広
に
な
っ
た
時
も
、
一
切
球
団
の
方
を
向
い
て

く
れ
る
な
、
フ
ロ
ン
ト
の
方
を
向
い
て
く
れ
る
な
、

必
ず
選
手
の
方
を
向
い
て
物
事
を
考
え
て
実
行

し
て
く
れ
と
。
ど
う
や
っ
て
も
み
ん
な
生
活
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
監
督
の
顔
色
を
う
か
が
い
な

が
ら
す
る
よ
り
は
、
球
団
の
社
長
、
代
表
の
方

を
向
い
て
い
る
ほ
う
が
一
生
メ
シ
を
食
え
る
か

も
わ
か
な
ら
い
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
は
や
ら
な

い
で
く
れ
と
。
そ
れ
を
や
っ
た
ら
同
じ
方
向
に

進
め
な
く
な
る
ん
で
、
何
時
、
い
か
な
る
時
も

選
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
ど
う
や
っ
た
ら
上
手

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
う
や
っ
た
ら
勝
て
る

ん
だ
っ
て
い
う
、
そ
の
一
点
だ
け
を
考
え
て
く
れ
。�

ダ
メ
奴
は
待
た
な
い�
�

　
で
、
そ
っ
か
ら
始
ま
っ
た
キ
ャ
ン
プ
な
ん
で
す
。

ト
レ
ー
ド
も
し
な
い
、
首
切
り
も
し
な
い
、
外

人
も
連
れ
て
こ
な
い
。
な
に
も
し
な
い
で
現
有

勢
力
だ
け
で
や
ろ
う
と
。
で
「
現
有
勢
力
で
や

ろ
う
、
そ
れ
で
優
勝
し
よ
う
」
っ
て
言
っ
た
と
き
、

「
ま
た
こ
の
バ
カ
が
、
一
人
で
舞
い
上
が
っ
て
」

そ
う
思
っ
た
の
が
、
ま
あ
球
団
の
中
に
も
選
手

に
も
、
あ
と
一
般
の
人
に
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
言
っ
た
か
ら
に
は
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

だ
ろ
う
と
。
そ
の
か
わ
り
、
練
習
で
選
手
を
殺

し
ま
す
よ
。
つ
い
て
来
れ
な
い
奴
は
別
に
待
っ

て
る
必
要
は
な
い
。
一
年
待
っ
て
首
切
り
だ
ろ
う
。

少
な
い
人
材
を
ど
う
や
っ
て
ふ
る
い
か
ら
落
ち

な
い
よ
う
に
手
助
け
を
し
て
、
全
員
お
ん
な
じ

メ
シ
を
食
え
る
よ
う
に
、
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
連
れ
て
行
っ
た
の
が
今
ま
で
の
野
球
界
。
わ

た
し
は
手
助
け
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

勝
負
の
世
界
っ
て
の
は
厳
し
く
て
ね
。
勝
負
の

世
界
よ
り
皆
さ
ん
の
生
活
の
ほ
う
が
も
っ
と
厳

し
い
と
は
思
い
ま
す
け
ど
。
ダ
メ
な
奴
は
置
い

て
か
れ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う

こ
と
で
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
ふ
る
い
に

か
け
た
ん
で
す
。
で
、
お
そ
ら
く
野
球
界
始
ま

っ
て
、
優
勝
し
た
年
に
十
八
人
の
選
手
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
脱
が
し
た
の
は
私
が
初
め
て
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
選
手
十
八
人
、
コ
ー
チ
四
人
、

わ
た
し
、
首
切
り
ま
し
た
か
ら
。
首
切
る
っ
て

言
っ
た
ら
ち
ょ
っ
と
言
葉
悪
い
で
す
け
ど
、
ト

レ
ー
ド
だ
し
た
り
、
よ
そ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着

せ
た
り
、
あ
と
は
解
雇
し
た
り
。�

首
を
切
る
本
意
は
？�

�

　
で
何
故
そ
れ
を
し
た
か
？
お
そ
ら
く
今
、
こ

の
チ
ー
ム
に
い
て
も
出
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
辞
め
て
も
ら
わ
な
い
限
り
は
新
し
い
選

手
を
入
れ
て
こ
れ
な
い
。
で
、
去
年
、
楽
天
問

題
だ
と
か
何
か
の
と
き
に
あ
る
政
治
家
が
、
野

球
界
は
も
っ
と
痛
み
を
分
か
ち
あ
わ
な
き
ゃ
い

け
な
い
だ
と
か
、
優
遇
さ
れ
て
い
る
だ
と
か
ね
、

世
の
中
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
は

当
然
だ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
政
治
家

が
い
ま
す
。
あ
っ
、
こ
の
人
も
っ
と
勉
強
し
て

く
れ
り
ゃ
あ
い
い
の
に
な
。
野
球
の
内
情
を
知

ら
な
い
人
に
あ
ん
ま
り
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
い
た

く
な
い
な
と
。
野
球
界
の
平
均
年
齢
、
六
年
か

ら
七
年
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
七

十
人
い
た
ら
七
年
で
チ
ー
ム
全
部
が
変
わ
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
の
サ
イ
ク
ル
で
動
い
て
い

ま
す
。
で
、
ウ
チ
は
七
十
人
の
中
の
十
八
人
を

切
っ
た
訳
で
す
か
ら
。
で
、
一
番
言
っ
て
も
ら

い
た
く
な
い
そ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
な
が
ら
、

で
も
、
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
こ
っ
ち
は
首

切
る
の
が
本
意
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ

の
チ
ー
ム
に
い
て
も
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ
な
い
ん

だ
っ
た
ら
、
ヨ
ソ
に
行
っ
て
ゲ
ー
ム
に
出
ら
れ

る
こ
と
を
考
え
て
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
一

年
で
も
長
く
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
ら
れ
る

と
い
う
道
を
探
し
て
や
る
の
も
私
等
の
仕
事
な

ん
で
す
。�

最
初
か
ら
や
れ
！
泣
き
言
は
言
う
な�

�

　
で
、
ま
あ
幸
か
不
幸
か
十
六
人
の
新
し
い
選

手
が
入
り
ま
し
た
。
六
十
八
人
体
制
、
と
い
う

こ
と
で
準
備
は
進
め
て
い
る
ん
で
す
け
ど
…
。

ま
あ
そ
う
や
っ
て
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
。
だ
か
ら
、

あ
と
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
か
け
て
死
に
物
狂

い
で
野
球
を
や
っ
て
く
れ
れ
ば
な
あ
。
私
は
何

が
一
番
嫌
か
と
い
う
と
、
「
お
前
は
も
う
要
ら

な
い
よ
」
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
に
、
「
も
う
一

年
死
ぬ
気
で
や
る
か
ら
一
年
置
い
て
く
れ
」
っ
て
。

こ
の
言
葉
だ
け
は
オ
レ
の
前
で
絶
対
言
う
な
っ
て
。

じ
ゃ
あ
今
ま
で
は
な
ん
だ
っ
た
ん
だ
？
そ
う
い

う
気
持
ち
で
や
っ
て
な
か
っ
た
の
か
？
チ
ャ
ラ

ン
ポ
ラ
ン
な
気
持
ち
で
や
っ
て
た
の
か
。
そ
り

ゃ
人
間
で
す
か
ら
、
必
ず
切
羽
詰
っ
た
と
き
、

自
分
の
考
え
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
を
口
走
る

と
き
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
こ
う
い
う
世
界
の

中
で
生
き
て
て
、
死
ぬ
つ
も
り
で
、
死
ん
で
も

い
い
か
ら
も
う
一
年
や
ら
せ
て
く
れ
、
そ
ん
な

泣
き
言
い
う
な
っ
て
。
そ
し
た
ら
新
し
い
と
こ

を
見
つ
け
り
ゃ
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
手
助
け
は

し
ま
す
よ
。�

一
日
十
時
間
の
練
習�

�

　
で
、
お
と
と
し
の
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
キ

ャ
ン
プ
の
時
は
、
そ
れ
は
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

だ
い
た
い
一
日
十
時
間
練
習
す
る
ん
で
す
か
ら
。

早
い
奴
は
朝
の
九
時
か
ら
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
、

バ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
る
か
、
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
る
。
普
通
人
間
い
く
ら
や
ろ
う
と
思
っ

た
っ
て
、
こ
れ
は
男
性
と
女
性
違
う
ん
で
す
。

女
性
の
場
合
は
結
構
単
純
作
業
で
も
、
コ
ツ
コ

ツ
と
飽
き
も
せ
ず
や
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
男

性
と
い
う
の
は
飽
き
っ
ぽ
い
。
お
そ
ら
く
同
じ

こ
と
を
一
時
間
や
る
っ
て
い
っ
た
ら
、
こ
れ
は

も
う
至
難
の
技
だ
と
。
そ
れ
を
十
時
間
や
ら
せ

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
終
わ
り
の
時
間
決
め
な
か

っ
た
ん
で
す
。
終
わ
り
た
か
っ
た
ら
い
つ
終
わ

っ
て
も
い
い
よ
。
こ
っ
ち
は
止
め
ろ
と
は
い
わ

な
い
で
す
け
ど
。
た
だ
し
お
前
が
練
習
し
て
い

る
間
は
い
つ
ま
で
も
つ
き
あ
っ
て
や
る
よ
。
お

そ
ら
く
選
手
は
早
く
日
が
暮
れ
な
い
か
な
と
思

っ
た
と
思
い
ま
す
。
沖
縄
は
日
が
長
い
ん
で
す
。

六
時
に
な
っ
て
も
ま
だ
太
陽
が
の
ぼ
っ
て
ま
す

か
ら
。
待
ち
遠
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。�

終
わ
る
ま
で
ト
コ
ト
ン
付
き
合
う�

�

　
で
面
白
い
光
景
が
ね
、

選
手
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

練
習
し
て
い
る
間
は
、

コ
ー
チ
連
中
は
一
切
宿

舎
に
戻
る
な
。
今
ま
で

の
野
球
界
っ
て
い
う
の

は
、
何
時
か
ら
コ
ー
チ

会
議
や
る
か
ら
、
選
手

が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

し
て
も
、
コ
ー
チ
連
中

は
み
ん
な
引
き
上
げ
て
、

コ
ー
チ
会
議
を
行
う
。

選
手
が
練
習
し
て
い
る

の
に
帰
る
っ
て
い
う
の

は
、
こ
れ
だ
け
は
信
じ

ら
れ
ら
れ
な
か
っ
た
で

す
ね
。
だ
か
ら
一
人
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習

し
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
最
後
ま
で
残
っ
と
け
。

三
人
ゲ
ー
ジ
で
打
っ
て
る
。
で
最
終
的
に
一
人

に
な
り
ま
す
ね
。
そ
の
時
に
、
ゲ
ー
ジ
の
後
に

何
人
の
コ
ー
チ
が
い
る
か
っ
て
、
二
十
人
の
コ

ー
チ
が
ズ
ラ
ー
ッ
と
、
み
ん
な
見
て
る
ん
で
す
。

で
も
、
こ
れ
が
大
切
な
ん
で
す
よ
。
人
間
、
人

に
見
て
も
ら
え
な
い
、
声
も
か
け
て
も
ら
え
な
い
、

無
視
さ
れ
る
。
こ
れ
が
一
番
苦
痛
な
ん
で
す
。

こ
の
人
は
私
ら
を
見
て
い
て
く
れ
る
ん
だ
。
オ

レ
を
見
て
い
て
く
れ
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
何
か

現
役 

そ
し
て
監
督
へ�

監
督
と
し
て�
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不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
聞
い
た
ら
も
し
か

し
て
話
を
し
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
そ

う
い
う
環
境
を
つ
く
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
こ
が

ウ
チ
の
去
年
勝
っ
た
一
番
の
原
因
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
は
ソ
ッ
ポ
向
か
れ
て
た
ん
で
す
。

あ
っ
俺
ら
み
た
い
な
二
軍
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る

や
つ
は
声
も
か
け
て
も
ら
え
な
い
。
見
て
も
も

ら
え
な
い
。
ど
う
せ
一
年
間
や
っ
た
っ
て
一
軍

の
ゲ
ー
ム
に
出
る
こ
と
も
ベ
ン
チ
に
入
る
こ
と

も
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
何
を
や
っ
た
っ
て
一

緒
な
ん
だ
と
。
そ
れ
が
一
・
二
軍
合
同
で
や
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
た
ん
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
オ
レ
で
も
ゲ
ー

ム
に
出
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
軍

に
上
が
っ
て
行
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
、
一
番
変
わ
っ
た
こ
と
、
目
新
し
い
事

や
っ
た
つ
も
り
は
、
わ
た
し
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
く
ご
く
単
純
な
こ
と
、
普
通
の
社
会
で
あ
れ

ば
そ
れ
は
当
然
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
た

だ
け
な
ん
で
す
。
た
だ
野
球
界
で
は
、
そ
れ
は

も
の
す
ご
く
目
新
し
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
る
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

い
き
な
り
紅
白
ゲ
ー
ム
？�

�

　
私
ら
現
役
の
頃
っ
て
い
う
の
は
だ
い
た
い
自

主
ト
レ
っ
て
い
う
の
は
一
月
の
五
日
か
、
も
し

く
は
七
日
か
ら
始
ま
っ
て
二
月
一
日
に
は
も
う

ゲ
ー
ム
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
、
暮
れ
も
十
二

月
二
十
六
・
二
十
五
日
こ
ろ
ま
で
の
合
同
で
練

習
し
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
選
手
会
と
の
取
り

決
め
に
よ
っ
て
十
二
月
・
一
月
は
ポ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
に
し
て
く
れ
と
。
去
年
二
月
一
日
と
二
日

に
紅
白
ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
た
。
昔
は
や
ろ
う

と
思
っ
た
ら
簡
単
に
で
き
た
ん
で
す
。
協
約
の

中
に
も
、
必
ず
二
月
一
日
に
は
ち
ゃ
ん
と
野
球

で
き
る
よ
う
に
し
て
こ
い
っ
て
い
う
事
は
あ
る

ん
で
す
。
だ
か
ら
何
も
二
月
一
日
に
キ
ャ
ン
プ

と
同
時
に
体
作
り
が
始
ま
っ
て
な
ん
て
こ
と
は

野
球
協
約
の
中
に
入
っ
て
ま
せ
ん
。
で
一
日
・

二
日
と
紅
白
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
ね
、
お
か
し
い

じ
ゃ
な
い
か
、
選
手
を
殺
す
つ
も
り
か
、
ケ
ガ

を
さ
せ
る
つ
も
り
か
。�

包
み
隠
さ
ず
見
せ
て
く
れ�

�

　
一
日
・
二
日
に
な
ぜ
紅
白
ゲ
ー
ム
を
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
の
か
。
練
習
で
い
く
ら
自
分
た

ち
は
動
け
ま
す
よ
、
試
合
で
て
、
野
球
や
れ
る

体
に
し
て
き
て
ま
す
よ
っ
て
言
っ
て
も
、
練
習

っ
て
い
う
の
は
何
も
し
て
な
く
た
っ
て
一
日
・

二
日
は
ね
、
つ
い
て
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
い
け

る
ん
で
す
よ
。
練
習
は
ウ
ソ
つ
け
ま
す
。
た
だ

ゲ
ー
ム
と
な
る
と
そ
う
い
う
訳
に
い
か
な
い
ん

で
す
。
気
を
抜
い
た
ら
ケ
ガ
し
ま
す
。
あ
る
程

度
の
こ
と
し
て
こ
な
い
と
、
人
間
の
体
っ
て
動

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
っ
ち
が
何
を
要
求
し
た

か
っ
て
言
う
と
、
今
も
っ
て
い
る
、
例
え
ば
二

十
％
の
仕
上
が
り
し
か
し
て
な
い
、
五
十
％
の

仕
上
が
り
し
か
し
て
い
な
い
、
そ
の
中
で
お
前

ら
ど
の
く
ら
い
動
け
る
ん
だ
っ
て
こ
と
を
こ
っ

ち
に
見
せ
て
く
れ
。
そ
れ
を
見
て
か
ら
練
習
の

内
容
を
決
め
る
。
だ
か
ら
今
も
っ
て
い
る
も
の

を
見
せ
て
く
れ
、
包
み
隠
さ
ず
。
今
日
の
講
演

で
皆
さ
ん
の
顔
を
見
て
、
一
体
何
を
し
ゃ
べ
ろ

う
か
な
と
考
え
て
い
た
の
と
い
っ
し
ょ
な
ん
で
す
。

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手
一
人
一
人
ど
う
い
う

個
性
が
あ
っ
て
、
ど
う
い
う
力
を
持
っ
て
、
ど

う
い
う
潜
在
能
力
を
持
っ
て
い
る
か
っ
て
い
う

こ
と
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な
い
か
ら
合

同
で
や
る
し
、
一
日
・
二
日
の
紅
白
ゲ
ー
ム
は

必
要
な
ん
だ
と
。
で
選
手
が
こ
の
位
試
合
で
で

き
て
く
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
あ
あ
こ
の
位
の
ペ

ー
ス
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
ん
だ
な
っ
て
い
う

の
を
、
そ
っ
か
ら
決
め
れ
ば
い
い
。�

ケ
ガ
を
恐
れ
て
練
習
は
で
き
な
い�

�

　
ま
あ
そ
れ
で
六
日
間
練
習
し
て
一
日
休
み
。

そ
れ
で
も
そ
ん
な
に
練
習
し
た
ら
選
手
は
ケ
ガ

す
る
か
潰
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
で
も
ケ
ガ

す
る
こ
と
を
大
前
提
に
や
っ
た
ら
上
手
く
は
な

ら
な
い
ん
で
す
。
ケ
ガ
し
て
シ
ー
ズ
ン
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
戦
力
は
な
く
な
る
だ

ろ
う
。
じ
ゃ
あ
持
っ
て
る
力
の
五
十
％
・
六
十

％
で
や
っ
て
そ
の
子
の
い
い
も
の
が
出
る
の
か
？

と
こ
と
ん
追
い
詰
め
て
、
百
％
の
力
を
出
さ
せ

る
に
は
、
ど
れ
だ
け
練
習
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
か
。
ケ
ガ
を
し
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
し
た
ら
人
間
っ
て
い
う
の
は
、
一
回
ケ
ガ
を

す
る
と
次
に
し
な
い
た
め
に
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
。
そ
こ
で
学
習
能
力

が
で
て
き
ま
す
。
ケ
ガ
を
す
る
前
に
ケ
ガ
を
し

た
ら
ど
う
し
よ
う
、
そ
ん
な
こ
と
考
え
る
な
。

だ
か
ら
元
気
の
い
い
奴
だ
け
で
シ
ー
ズ
ン
を
乗

り
切
る
ん
で
す
。
そ
こ
ま
で
徹
底
し
て
練
習
さ

せ
る
。
で
キ
ャ
ン
プ
終
わ
っ
た
と
き
に
、
確
か

に
よ
く
練
習
に
つ
い
て
こ
れ
た
な
。
オ
レ
が
も

し
現
役
だ
っ
た
ら
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
だ
け
は
入

り
た
く
な
い
っ
て
思
い
ま
す
。（
笑
）
そ
ん
な
練

習
や
っ
て
ら
れ
る
か
。
今
な
ら
そ
う
や
っ
て
言

い
ま
す
け
れ
ど
、
じ
ゃ
自
分
が
現
役
の
時
に
ウ

チ
の
選
手
の
や
っ
て
る
こ
と
だ
け
の
こ
と
を
や

っ
て
な
か
っ
た
の
か
？
わ
た
し
は
お
そ
ら
く
そ

の
倍
は
や
っ
て
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
オ
レ

は
そ
の
練
習
で
き
た
っ
て
、
こ
い
つ
ら
そ
の
練

習
に
耐
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
別
で
す
。

あ
る
程
度
手
ご
こ
ろ
を
加
え
た
つ
も
り
で
す
け

ど
ね
、
本
当
に
や
ら
す
ん
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と

や
ら
せ
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
、
も
っ

と
け
が
人
が
出
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。
で
、
言

っ
と
き
ま
す
け
ど
私
が
や
っ
た
こ
と
は
全
て
が

正
し
い
と
い
う
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
正
し
く
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
自
分
は
こ

う
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
を
推
し
進
め
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
気
性
で

あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。�

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
お
前
ら
を
助
け
る�

�

　
で
キ
ャ
ン
プ
終
わ
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
だ
け

の
練
習
量
こ
な
し
た
の
は
十
二
球
団
、
お
そ
ら

く
野
球
史
が
始
ま
っ
て
初
め
て
だ
ろ
う
と
。
自

分
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た
と
き
に
、
不

安
な
要
素
っ
て
の
は
色
ん
な
所
で
で
て
き
ま
す
。

こ
う
や
っ
た
ら
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
あ
あ

や
っ
た
ら
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
で
、
そ
う

い
う
こ
と
は
一
切
思
わ
な
い
で
く
れ
。
こ
の
練

習
量
が
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
ら
必
ず
お
前
た
ち

を
助
け
る
。
オ
レ
ら
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ

て
き
た
ん
だ
か
ら
絶
対
誰
に
も
負
け
な
い
。
そ

れ
だ
け
の
準
備
を
し
て
き
た
ん
だ
か
ら
。
必
ず

助
け
て
く
れ
る
か
ら
。
何
か
不
安
な
時
が
あ
っ

た
ら
そ
れ
を
思
い
だ
せ
。
あ
の
キ
ャ
ン
プ
で
の

練
習
量
を
思
い
出
せ
。
で
、
そ
れ
を
選
手
が
実

行
し
て
く
れ
た
だ
け
で
す
。
だ
か
ら
何
を
し
た
か
？

た
だ
、
方
向
性
を
決
め
て
や
っ
た
だ
け
で
す
。

日
本
一
に
な
る
た
め
に
は
こ
う
い
う
こ
と
を
し

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
お
前
ら
の
野
球
は
、
ま
だ

甘
い
ん
だ
よ
と
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
て

一
年
で
も
長
く
、
野
球
を
や
れ
る
よ
う
う
な
、

そ
う
い
う
下
地
を
作
っ
て
く
れ
。�

自
分
の
武
器
は
何
な
の
か
？�

�

　
だ
か
ら
、
去
年
と
今
年
、
ま
る
っ
き
り
キ
ャ

ン
プ
に
入
っ
て
い
く
腹
づ
も
り
が
違
い
ま
す
。

去
年
は
ど
う
や
っ
て
オ
ー
ダ
ー
を
組
ん
で
、
ど

う
い
う
野
球
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
。

シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
悩
み
ま
し
た
。
だ
っ
て
四

番
バ
ッ
タ
ー
い
な
い
ん
で
す
か
ら
。
ま
あ
、
い

な
い
っ
て
い
う
か
、
作
れ
な
か
っ
た
と
い
う
か
、

作
る
だ
け
の
素
材
が
な
か
っ
た
と
い
う
か
。
パ

ン
チ
力
が
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
足
が
遅
く
て
守

れ
な
い
、
投
げ
れ
な
い
。
そ
れ
を
四
番
に
置
い

と
け
る
か
？
こ
れ
は
ま
ず
無
理
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

み
な
さ
ん
の
中
で
三
拍
子
揃
わ
な
き
ゃ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
な
れ
な
い
だ
ろ
う
っ
て
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
二
つ
あ
っ
た
ら

レ
ギ
ュ
ラ
ー
取
れ
ま
す
。
三
つ
は
要
ら
な
い
ん

で
す
。
一
つ
あ
っ
た
ら
一
軍
の
ベ
ン
チ
に
入
れ

ま
す
。�

　
例
え
ば
の
話
で
す
よ
、
も
う
辞
め
ま
し
た
け
ど
、

あ
の
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
い
た
吉
村
、
北
海
道

で
大
怪
我
し
ま
し
た
。
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
ね
、

あ
そ
こ
ま
で
野
球
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ど
う
や
っ
て
も
後
半
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
に
使
わ

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
一
点
勝
負
の
時
在
塁
な
し

で
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
。
じ
ゃ
あ
そ
の
ま
ま
ラ
ン

ナ
ー
に
置
い
と
く
か
？
い
つ
故
障
す
る
か
分
か

ら
な
い
。
そ
し
た
ら
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
中
で
一

番
足
の
速
い
奴
を
一
軍
に
置
い
と
き
ゃ
い
い
。

走
り
屋
専
門
で
す
。
一
番
早
く
て
、
ス
タ
ー
ト

の
切
れ
る
奴
。
そ
れ
で
も
プ
ロ
野
球
界
っ
て
の

は
生
き
て
い
け
る
ん
で
す
。
た
だ
自
分
の
持
っ

て
い
る
も
の
を
ど
う
や
っ
て
磨
い
て
い
く
か
。

自
分
の
最
大
な
る
武
器
を
ど
う
や
っ
て
表
現
し

て
い
く
か
。
そ
れ
に
気
付
く
か
気
付
か
な
い
か
。

気
付
か
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
っ
ち
が
手
を
差

し
伸
べ
て
お
前
に
は
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
ん

だ
か
ら
、
一
生
懸
命
こ
れ
を
磨
い
て
く
れ
。
そ

し
た
ら
ゲ
ー
ム
出
る
早
道
な
ん
だ
よ
っ
て
い
う
、

そ
れ
を
教
え
て
や
る
の
が
指
導
者
だ
ろ
う
。�

中
日  

倉
本
の
場
合�

�

　
じ
ゃ
去
年
ウ
チ
に
い
た
倉
本
宣
教
っ
て
い
う

の
が
何
で
一
軍
に
置
け
た
か
。
当
初
守
り
と
肩

だ
け
が
中
日
で
は
お
そ
ら
く
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
だ

ろ
う
と
。
で
、
彼
は
去
年
の
キ
ャ
ン
プ
は
ほ
と

ん
ど
や
っ
て
な
い
で
す
。
わ
き
腹
い
た
め
て
キ

ャ
ン
プ
ら
し
い
キ
ャ
ン
プ
は
し
て
ま
せ
ん
。
本

人
も
相
当
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
っ
た
ら

開
幕
に
間
に
合
わ
な
い
し
、
当
然
、
我
々
に
見

せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
あ
、
あ
の
子
は
ど

っ
ち
か
と
い
う
と
す
ぐ
顔
に
出
る
タ
イ
プ
で
ね
。

心
配
し
た
時
の
顔
っ
て
言
う
の
は
真
っ
青
に
な

り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
と
体
が
動
か
な
く
な
っ
て

く
る
。
で
も
、
ど
う
や
っ
て
も
、
こ
っ
ち
が
考

え
る
戦
力
と
す
れ
ば
セ
ン
タ
ー
に
ア
レ
ッ
ク
ス

が
い
る
。
ラ
イ
ト
に
福
留
が
い
る
。
レ
フ
ト
を

ど
う
や
っ
て
使
お
う
か
。
当
初
は
打
て
る
奴
を

使
っ
て
、
最
終
的
に
守
れ
る
奴
を
一
点
ゲ
ー
ム

の
時
に
守
り
に
使
え
ば
い
い
だ
ろ
う
。
な
に
も

今
更
オ
ー
プ
ン
戦
で
ど
れ
だ
け
打
っ
た
か
ら
、

ど
れ
だ
け
や
っ
た
か
ら
一
軍
に
残
そ
う
、
そ
う

い
う
こ
と
も
す
る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
そ
こ
で
言
っ
た
の
は
、
「
お
前
絶
対
あ
せ
る
な
、

も
う
一
回
や
っ
た
ら
シ
ー
ズ
ン
、
パ
ー
に
な
る

か
ら
あ
せ
ら
な
い
で
体
を
直
す
こ
と
だ
け
考
え

て
く
れ
。
開
幕
に
な
っ
た
ら
必
ず
必
要
な
戦
力

と
し
て
一
軍
に
置
い
と
く
か
ら
。
必
ず
最
後
は

レ
フ
ト
の
守
り
は
お
前
で
な
き
ゃ
困
る
ん
だ
か
ら
。

オ
ー
プ
ン
戦
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
一
切
考
え

る
な
」
っ
て
言
っ
て
キ
ャ
ン
プ
、
オ
ー
プ
ン
戦

を
終
わ
ら
せ
た
ん
で
す
。
で
、
ほ
ど
ん
ど
オ
ー

プ
ン
戦
な
し
で
一
軍
で
ス
タ
ー
ト
を
し
た
ん
で
す
。�
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だ
か
ら
そ
う
い
う
メ
ン
バ
ー
っ
て
い
う
の
は
ウ
チ
の
チ

ー
ム
の
中
で
は
何
人
か
い
る
。
倉
本
し
か
り
、
フ
ァ
ー

ス
ト
を
守
っ
た
渡
辺
、
そ
れ
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
柳
沢
、

そ
し
て
岡
山
県
が
生
ん
だ
ね
、
川
相
と
ね
。
こ
の
四
人

に
関
し
て
は
キ
チ
ン
と
調
整
だ
け
し
て
く
れ
と
、
ゲ
ー

ム
で
打
っ
た
の
打
た
な
い
の
そ
ん
な
の
関
係
な
い
。
万

全
な
状
態
で
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
く
れ
れ
ば
い
い
。
要
す

る
に
そ
う
や
っ
て
こ
っ
ち
が
競
争
し
て
勝
ち
と
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
奴
と
、
万
全
で
あ
れ
ば
、
必
ず
チ
ー
ム
に

必
要
な
奴
、
こ
の
二
通
り
を
分
け
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。�

一
軍
の
選
手
起
用
と
は
？�

�

　
去
年
五
十
七
人
使
い
ま
し
た
。
で
、
当
然
フ
ァ
ー
ム

の
ほ
う
か
ら
「
オ
イ
、
誰
か
い
な
い
か
？
」
っ
て
言
え

ば
元
気
の
い
い
奴
を
言
っ
て
い
ま
す
。
抑
え
て
る
奴
、

打
っ
て
る
奴
。
し
か
し
い
く
ら
二
軍
で
打
と
う
が
、
い

い
ピ
ッ
チ
ン
グ
し
よ
う
が
、
一
軍
で
欲
し
い
戦
力
は
今

は
こ
う
い
う
戦
力
だ
と
。
ち
ゃ
ん
と
ゲ
ー
ム
に
行
け
る

の
か
、
行
け
な
い
の
か
。
行
け
る
ん
だ
っ
た
ら
こ
っ
ち

へ
く
れ
。
打
て
な
く
て
も
い
い
ん
だ
と
。
極
端
な
話
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
へ
た
っ
て
き
た
。
で
、
今
フ
ァ
ー
ム
で

調
子
が
い
い
の
は
誰
だ
。
右
は
要
ら
な
い
、
左
が
い
い

ん
だ
。
調
子
悪
く
て
も
い
い
。
ど
う
せ
勝
ち
ゲ
ー
ム
に

は
ほ
う
る
訳
な
い
ん
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
、
そ
う
や
っ

て
今
誰
が
欲
し
い
、
誰
が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

し
て
も
今
ま
で
の
一
軍
と
二
軍
と
の
選
手
の
使
い
方
は

違
っ
て
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
適
材
適
所
に
そ
こ
に

欲
し
い
も
の
、
欲
し
い
人
材
、
当
然
レ
ギ
ュ
ラ
ー
っ
て

い
う
の
は
ウ
チ
で
も
固
定
さ
れ
て
ま
し
た
。
空
い
て
い

る
の
が
フ
ァ
ー
ス
ト
と
レ
フ
ト
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
。

じ
ゃ
、
い
く
ら
二
軍
で
打
っ
て
も
そ
い
つ
を
必
要
と
し

な
け
れ
ば
上
が
っ
て
来
れ
な
い
。�

　
だ
か
ら
そ
れ
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
、
わ
た
し
判
断

つ
き
ま
せ
ん
、
今
の
と
こ
ろ
。
だ
か
ら
佐
藤
二
軍
監
督

が
ね
、
二
軍
っ
て
言
わ
な
い
で
く
れ
。
一
軍
予
備
軍
と

言
っ
て
く
れ
。
私
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
二
軍
で
い

く
ら
勝
と
う
が
何
し
よ
う
が
。
確
か
に
そ
こ
は
教
育
の

場
で
す
。
一
軍
で
数
字
を
残
す
た
め
に
必
要
な
ん
で
す
。

訓
練
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
あ
る
意
味
プ
ロ
野
球
選
手
っ

て
い
え
な
い
か
も
分
か
ら
な
い
。
で
も
そ
こ
で
色
ん
な

勉
強
し
て
、
色
ん
な
経
験
を
つ
ん
で
き
て
、
は
じ
め
て

一
軍
で
通
用
す
る
ん
だ
。
中
に
は
、
「
中
学
校
・
高
校
・

大
学
・
社
会
人
と
四
番
を
打
っ
て
き
た
。
送
り
バ
ン
ト

な
ん
て
一
回
も
し
た
と
が
な
い
。
だ
か
ら
オ
レ
は
送
り

バ
ン
ト
は
し
な
い
ん
だ
。」
じ
ゃ
あ
お
前
一
軍
に
き
て
四

番
を
打
て
る
の
か
？
よ
く
た
っ
て
七
番
・
八
番
だ
ろ
う
。

七
番
・
八
番
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
時
に
、
い
く
ら
四
番

だ
か
ら
バ
ン
ト
し
た
こ
と
が
な
い
、
そ
れ
で
メ
シ
食
え

る
の
か
？
チ
ー
ム
っ
て
の
は
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
。�

自
分
の
た
め
に
野
球
し
ろ�
�

　
そ
れ
と
根
本
的
に
考
え
方
が
違
う
っ
て
い
う
の
は
、

球
団
の
た
め
に
野
球
を
や
る
な
っ
て
い
う
こ
と
。
自
分

た
ち
の
生
活
の
た
め
に
野
球
を
や
っ
て
く
れ
。
一
イ
ニ

ン
グ
で
も
、
一
打
席
で
も
、
そ
れ
が
自
分
た
ち
の
生
活

を
守
る
、
給
料
を
上
げ
る
。
優
勝
す
る
た
め
に
や
る
、

そ
ん
な
こ
と
は
別
に
選
手
は
考
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
選
手
の
野
球
に
対
す
る
考
え
方
、
立
場
と
、
指

導
者
の
野
球
に
対
す
る
考
え
方
、
立
場
っ
て
い
う
の
は
、

ま
る
っ
き
り
違
う
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
勝
手
だ

っ
て
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

ど
ん
な
選
手
だ
っ
て
い
つ
か
は
辞
め
な
き
ゃ
い
け
な
い

ん
で
す
。
恨
み
つ
ら
み
言
わ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
自
分
の
た
め
に
野
球
を
や
れ
と
。
ホ
ー
ム

ラ
ン
打
て
ば
給
料
上
が
る
、
三
振
し
た
ら
給
料
下
が
る
。

そ
れ
が
選
手
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
な
ん
で
す
。
で
、

そ
の
一
本
の
ヒ
ッ
ト
、
一
つ
の
バ
ン
ト
、
そ
れ
を
ど
う

や
っ
て
勝
ち
に
結
び
付
け
て
い
く
か
っ
て
い
う
こ
と
を

考
え
る
の
が
指
導
者
、
監
督
。
そ
こ
を
完
全
に
分
け
て

く
だ
さ
い
。
優
勝
す
る
た
め
だ
と
か
、
球
団
の
た
め
だ

と
か
、
そ
ん
な
き
れ
い
事
は
並
べ
る
な
っ
て
。
自
分
の

保
身
を
か
け
て
、
自
分
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
余
分

な
こ
と
は
考
え
る
な
。�

今
語
る
「
オ
レ
流
」
の
真
意�

�

　
こ
う
や
っ
て
み
る
と
、
わ
た
し
、
現
役
の
時
か
ら
そ

う
で
し
た
か
ら
ね
。
だ
か
ら
、
協
調
性
が
な
い
と
か
、

自
分
勝
手
だ
と
か
ね
、
わ
が
ま
ま
だ
と
か
、
守
銭
奴
だ

と
か
。
そ
の
守
銭
奴
の
お
か
げ
で
今
の
野
球
界
、
ど
れ

だ
け
い
い
思
い
を
し
て
る
か
。
わ
た
し
、
辞
め
る
時
四

億
五
千
万
も
ら
い
ま
し
た
。
や
れ
る
奴
は
い
く
ら
も
ら

っ
て
も
い
い
と
思
う
。
た
だ
、
や
ら
な
い
奴
ま
で
金
く

れ
っ
て
言
う
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
気
分
悪
い
で
す
ね
、
こ

っ
ち
も
ね
。（
笑
）
だ
か
ら
そ
う
や
っ
て
考
え
る
と
ね
、

立
場
立
場
で
考
え
る
こ
と
は
全
て
違
う
っ
て
こ
と
で
す
。

で
、
選
手
の
代
わ
り
も
指
導
者
の
代
わ
り
も
イ
ッ
パ
イ

い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
、
そ
の
与
え
ら
れ

た
時
間
で
自
分
は
悔
い
を
残
さ
な
い
で
や
れ
る
か
っ
て

い
う
だ
け
の
事
だ
け
な
ん
で
す
。�

　
だ
か
ら
「
オ
レ
流
野
球
」
っ
て
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ

て
も
、
わ
た
し
、
非
常
に
困
る
ん
で
す
。
「
オ
レ
流
野

球
」
、
ま
っ
、
普
通
の
人
が
考
え
れ
ば
勝
手
な
野
球
っ

て
い
う
ふ
う
に
解
釈
す
る
で
し
ょ
う
。
オ
レ
流
と
い
う

の
は
色
ん
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
勝
手

と
い
う
の
も
、
そ
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
で
も
自
分
の
生

活
を
守
る
た
め
っ
て
い
う
の
も
、
こ
れ
も
一
つ
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
一
つ
だ
け
い
え
る
の
は
、
悔
い
を
残
す
人
生
だ

け
は
し
た
く
な
い
、
っ
て
い
う
こ
と
。
枠
を
外
れ
て
や

り
な
さ
い
っ
て
言
う
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
枠
の
中

で
精
一
杯
自
分
の
我
を
出
し
て
、
や
れ
る
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
ま
あ
そ
れ
で
、
悔
い
を
残
さ
ず
に
、
そ

の
仕
事
、
そ
の
場
面
場
面
を
処
理
し
て
い
き
な
さ
い
っ

て
言
う
こ
と
な
ん
で
す
。�

��

��

試
合
前
に
大
福
二
つ�

�

　
た
だ
、
こ
の
中
で
、
野
球
少
年
、
そ
れ
か
ら
お
年
寄

り
の
方
々
の
た
め
に
、
一
つ
だ
け
食
べ
物
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
野
球
の
前
に
色
ん
な
も
の
食
べ
る
と
思
い

ま
す
。
お
に
ぎ
り
食
べ
さ
せ
た
り
、
そ
ば
食
べ
さ
せ
た
り
。

で
も
、
こ
れ
か
ら
リ
ト
ル
リ
ー
グ
や
色
ん
な
と
こ
ろ
で
、

監
督
だ
コ
ー
チ
で
、
弁
当
作
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

み
な
さ
ん
、
非
常
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に

は
ね
、
弁
当
箱
に
大
福
二
つ
入
れ
て
、
子
供
に
食
べ
さ

せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
ゲ
ー
ム
前
、
練
習
前
ね
。
余

分
な
も
の
食
べ
さ
せ
る
こ
と
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ず

き
類
っ
て
い
う
の
は
体
の
中
に
入
っ
て
熱
量
と
し
て
、

パ
ワ
ー
と
し
て
出
て
く
る
の
が
一
番
早
い
っ
て
い
う
ふ

う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
あ
そ
れ
が
、
ゲ
ー
ム
の
始

ま
る
一
時
間
、
乃
至
一
時
間
半
く
ら
い
前
に
、
足
ら
な

い
ん
だ
っ
た
ら
、
三
つ
食
べ
さ
せ
て
も
い
い
だ
ろ
う
に
。

で
、
も
と
も
と
「
あ
ず
き
」
と
「
も
ち
」
で
す
か
ら
、

腹
持
ち
も
い
い
し
、
あ
ず
き
が
そ
ん
な
に
早
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
り
、
パ
ワ
ー
と
し
て
出
て
く
る
ん
だ
っ
た
ら
、

こ
れ
が
一
番
良
い
だ
ろ
う
と
。
わ
た
し
、
現
役
の
時
、

だ
い
た
い
大
福
か
ド
ラ
焼
き
に
し
て
た
。
そ
う
い
う
こ

と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。�

一
日
一
本
の
バ
ナ
ナ�

�

　
そ
れ
と
、
み
な
さ
ん
の
中
で
、
体
力
が
落
ち
て
き
た

っ
て
、
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
方
た
ち
、

多
い
と
思
い
ま
す
。
人
間
と
い
う
の
は
運
動
す
れ
ば
そ

れ
だ
け
寿
命
が
早
く
く
る
っ
て
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
極
度
な
運
動
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
し
て
、

自
分
の
年
を
考
え
た
ら
そ
ん
な
に
無
茶
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
。
人
間
生
き
る
に
は
非
常
に
体
力
が
要
り
ま
す
。

そ
の
体
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
や
っ
ぱ
り
バ
ナ
ナ
が

一
番
っ
て
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

今
の
体
力
を
た
だ
維
持
す
る
だ
け
で
す
。
バ
ナ
ナ
食
べ

た
か
ら
っ
て
体
力
戻
り
ま
せ
ん
。
運
動
す
る
よ
り
は
い

い
と
思
い
ま
す
。
運
動
す
る
ん
だ
っ
た
ら
軽
め
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
だ
っ
て
言
わ
れ
て
ま
す
。

朝
飯
も
食
べ
な
い
で
ね
、
五
キ
ロ
、
十
キ
ロ
ひ
と
汗
か

い
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
く
る
。
ま
あ
そ
れ
で
風
呂
に

入
っ
て
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
入
院
し
た
方
も

最
近
い
ま
す
か
ら
ね
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
最
初
に

話
し
た
よ
う
に
水
と
一
緒
で
ね
、
水
の
と
り
か
た
、
そ

れ
か
ら
体
力
の
つ
け
方
に
、
そ
れ
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
。

今
日
会
場
出
る
時
に
、
ま
あ
近
く
に
ス
ー
パ
ー
と
か
八

百
屋
さ
ん
と
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
日
一
本

の
バ
ナ
ナ
を
食
べ
て
、
自
分
の
健
康
体
力
を
維
持
し
て

く
れ
れ
ば
、
今
日
こ
こ
で
話
し
た
こ
と
が
有
意
義
に
な

る
と
思
い
ま
す
。（
笑
）�

時
間
が
来
た
よ
う
で
す
の
で
こ
の
辺
で
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
拍
手
）�

編集後記�

●ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで�E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp

最
後
に
食
べ
物
の
こ
と
を
…�

　ついに実現、中日 落合監督講演会！
s本当に来ていただけるんだろうか？ヤ
キモキした数か月がウソのように時の人は、
構えのない自然体でいらっしゃいました。
s講演が始まって数分経ったころ、会場

の空気がスッと監督のお話に引き込ま
れていった。「こういうのを講演会という
のかな？」初めての経験にそう思いました。
s「みなさんの顔を見てから何を話すか
決める」という監督。会場では淡 と々し

た語り口だな、と感じていましたが、後日
テープを聴くと、微妙な濃淡があって興
味深かった。紙面の都合で全てを掲載
することはできませんでしたが、その「濃」
の部分は必ず残したつもりです。（Ｏ）�

・・・�


